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付録A. 仕様一覧

1. 稼働環境条件
温度 動作時：10 ℃ ～ 40 ℃

 保存時：－10 ℃ ～ 60 ℃

湿度 動作時：8 % ～ 80 %

 保存時：5 % ～ 80 %

湿球温度 26.7 ℃以下

騒音 約55 dB （A）

2. 電気的仕様
入力電源 100 V ± 10 %

周波数 47 ～ 63 Hz

消費電力 待機時 ： 15 VA

 最大 ： 120 VA

熱量 最大103 kcal/時

3. 物理的仕様
寸法 5573-W02 ： 646 mm（幅）×272 mm（奥行）×206 mm（高さ）

 5573-V02 ： 506 mm（幅）×272 mm（奥行）×206 mm（高さ）

重量 5573-W02 ： 約11 kg

 5573-V02 ： 約9 kg
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4. 印字仕様
印字方法 ワイヤー・ドット・マトリックス

印字ヘッド ワイヤー数： 24ワイヤー

 ワイヤー径： 0.22 mm

複写枚数 オリジナル＋5

用紙種類 単票用紙/ハガキ ：手差し, 自動給紙機構（オプション）

 連続用紙 ：下トラクター , 上トラクター（オプション）

 複葉紙 ：手差し, 連続用紙, 自動給紙機構（オプション）

 ラベル紙 ：手差し, 連続用紙

用紙サイズ 最小76.2 mm（3 in.）

用紙厚み 最大0.36 mm（0.014 in.）

印字方向 両方向印字（片方向印字可）

印字速度 通常速 ： 漢字（6.7 cpi）  60 cps

   英数カナ文字（10 cpi）  92 cps

   PPDS, ESC/Pモード（10 cpi）  92 cps

 高速 ： 漢字（6.7 cpi） 120 cps

   英数カナ文字（10 cpi） 180 cps

   PPDS, ESC/Pモード（10 cpi） 275 cps

エミュレーション　5577, ESC/P, PPDS

文字ピッチ 漢字：5, 6, 6.7, 7.5 cpi

 英数カナ文字：10, 12, 13.4, 15 cpi

 PPDS, ESC/Pモード：10, 12, 15, 17.1, 20, 24, PS cpi

文字セット 漢字：7236文字

 英数カナ・グラフィック文字：181文字

最大印字幅 5573-W02： 203 mm（8 in.）/335.3 mm（13.2 in.）/345.4 mm（13.6 in.）

  を選択可

 5573-V02： 203 mm（8 in.）

インク・リボン・カートリッジ　寿命：約400万文字（英数カナ文字高速印刷時）

インターフェース コンバージド・インターフェース

  スタンダード・インターフェース

  IEEE 1284 準拠双方向パラレル

  （ニブルモード、ECPモード対応）

5. 印字ヘッドの温度上昇時の保護機能

長時間または、印字密度の高い印刷を連続して行うと、印字ヘッドが高温になり、印字

ヘッドの故障の原因になります。このため、このプリンターには印字ヘッドを保護する

ために、印字ヘッドが一定温度に達すると、行間で印字ヘッドを一定時間停止または片

方向印字し、温度が下がるまで待つ機能を持っています。

印字ヘッドを一定時間停止しても、温度が一定温度以下にならない場合、待ち時間を

さらに長くします。

印字ヘッドの温度が一定温度以下になった場合、通常の印刷に戻ります。
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6. バーコードおよび擬似OCR-B印刷について
バーコードおよび擬似OCR-B印刷における注意事項

本プリンターの印刷は、ドットの組み合わせによるものであり、バーコードおよびOCR-B

フォントの規格と多少の差異が生じます。

正読率は使用される用紙、印字の際のリボン濃度（にじみ、かすれ）やリーダーの特性

に影響されますので、使用するリーダーによる事前読み取りをさせ、十分に確認してく

ださい。

インクが薄くなったリボンを使用するとバーコードおよび擬似OCR-Bが読めなくな

る場合がありますので、なるべく新しいインクリボンを使用してください。
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空白ページ
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付録B. 診断機能
本プリンターには、次の6種類の診断機能が内蔵されています。

● 初期診断機能

● 動作時診断機能

● エラー表示

● 印字テスト機能

● ブザー

● トレース機能

1. 初期診断機能

この機能は、プリンターがリセット状態（電源投入時、システム・ユニットからのリセッ

ト信号受信時など）のときに以下のテストを実行し、プリンターにエラーが無いかどう

か自己診断します。

● メモリーテスト

● CPUテスト

● NVRAMテスト

● プリンター機構部テスト

これらのテストを実行中にエラーを発見した場合は、操作パネル上のLCD画面により

エラーを表示します。エラー表示の意味は、「3.エラー表示」B-2ページを参照してく

ださい。

2. 動作時診断機能

プリンターの電源スイッチがOn（|）している間、初期診断機能によるテスト以外のチェッ

クを行っています。以下にそのチェック項目を記します。

● 印字ヘッド・ポジションチェック

● NVRAMチェック（NVRAMの書き込みと読み込み時のみ）

● 用紙無し

● 印字濃度チェック

● インターラプトチェック

● ヘッドエラー

これらのチェックを行いエラーを発見した場合は、操作パネル上のLCD画面によりエ

ラーを表示します。エラー表示の意味は、「3.エラー表示」B-2ページを参照してくだ

さい。
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3. エラー表示

4. 印字テスト機能

この機能は、 プリンターが正常に印刷するかどうかを確認するために用いる機能で

す。

印字テストは、 印刷  スイッチを押しながら電源スイッチをOn（|）することでテスト

印字モードに入ることができます。

詳しくは、「第1章　8.テスト印字」1-13ページを参照してください。

5. ブザー

ブザーは、以下のようにプリンターにエラーが発生した場合や、システム・ユニットか

らのコマンドで鳴り、オペレーターに知らせます。

● プリンターエラー

● 用紙無し

● BEL（ベル）コード受信

● 単票手差し挿入時（初期値設定/テサシウエイト設定時）

6. トレース機能

この機能は、システム・ユニットおよびアプリケーションからプリンターに送られるす

べてのデータをASCIIコードに変換して印字する機能です。

詳しくは、「第4章　5.トレース・モード」4-18ページを参照してください。

 LCD表示 エラー内容

007 データエラー ECCエラー

632 マシンチェック RAMエラー

633 マシンチェック コントロール・カードエラー

636 マシンチェック NVRAMエラー

639 マシンチェック ホーム・ポジションエラー

63B マシンチェック 操作パネル・スイッチエラー

63C マシンチェック ドライブ電源異常

63E マシンチェック 上トラクターエラー

654 マシンチェック 印字ヘッド・サーマルエラー
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付録C. プリンター・コマンド

1. 5577コマンド一覧

以下にコマンドの一覧を示します。それぞれのコマンドについては、「2.コマンドの概

要」C-5ページを参照してください。

 番号に*印の付いているコマンドは、プリンターがレベルEの状態のときにのみ使

用できます。

詳しくは、「3.データ・ストリーム作成上の考慮点」C-43ページを参照してくださ

い。
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番号 機能 コマンド コード（16進数）

1 ヌル NUL 00

2 ベル BEL 07

3 後退 BS 08

4* 水平タブ HT 09

5 改行 LF 0A

6* 垂直タブ VT 0B

7 書式送り FF 0C

8 復帰 CR 0D

9 装置制御1 DC1 11 

 （印刷可能） 

10 装置制御3 DC3 13  

 （印刷中断） 

11 取り消し CAN 18

12 スペース SP 20

13 イメージ・ ESC % 1 n1 n2 1B, 25, 31, n1, n2 

 データ設定 

14 イメージ・ ESC % 2 n1 n2 1B, 25, 32, n1, n2 

 データ拡大設定 

15 可変飛び越し ESC % 3 n1 n2 1B, 25, 33, n1, n2

16 可変逆飛び越し ESC % 4 n1 n2 1B, 25, 34, n1, n2 

17 可変行送り ESC % 5 n1 n2 1B, 25, 35, n1, n2

18 復帰点設定 ESC % 6 n1 n2 1B, 25, 36, n1, n2

19 可変行戻り ESC % 8 n1 n2 1B, 25, 38, n1, n2

20 行送り量設定 ESC % 9 n1 n2 1B, 25, 39, n1, n2

21 両方向印字 ESC % B  1B, 25, 42  

 モード設定

22 片方向印字 ESC % U  1B, 25, 55  

 モード設定

23* 初期化設定 ESX 01 00 00 1B, 7E, 01, 00, 00

24* 文字ピッチの設定 ESX 02 00 01 n 1B, 7E, 02, 00, 01, n

25* 改行ピッチの設定 ESX 03 00 01 n 1B, 7E, 03, 00, 01, n

26 ページ長さ設定 ESX 04 n1 n2 c1 c2 （c3） 1B, 7E, 04, n1, n2, c1, c2, （c3）

27* フォント・ ESX 06 00 01 n 1B, 7E, 06, 00, 01, n  

 スタイル指定 

28* 全文字印字指定 ESX 08 n1 n2 c1 c2 ... cn 1B, 7E, 08, n1, n2, c1, c2, ..., cn

29 高速モード設定 ESX 0E 00 01 01 1B, 7E, 0E, 00, 01, 01

30 高速モード解除 ESX 0E 00 01 02 1B, 7E, 0E, 00, 01, 02

31 単票用紙吸入 ESX 0E 00 01 05 1B, 7E, 0E, 00, 01, 05
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32 単票用紙排出 ESX 0E 00 01 06 1B, 7E, 0E, 00, 01, 06

33* 横幅縮小文字 ESX 0E 00 01 07 1B, 7E, 0E, 00, 01, 07  

 設定

34* 横幅縮小文字 ESX 0E 00 01 08 1B, 7E, 0E, 00, 01, 08  

 解除

35 文字拡大設定 ESX 0E 00 01 09 1B, 7E, 0E, 00, 01, 09

36 文字拡大解除 ESX 0E 00 01 0A 1B, 7E, 0E, 00, 01, 0A

37* 縦書きモード ESX 0E 00 01 0B 1B, 7E, 0E, 00, 01, 0B  

 設定

38* 縦書きモード ESX 0E 00 01 0C 1B, 7E, 0E, 00, 01, 0C  

 解除

39* 上つき文字指定 ESX 0E 00 01 0D 1B, 7E, 0E, 00, 01, 0D

40* 下つき文字指定 ESX 0E 00 01 0E 1B, 7E, 0E, 00, 01, 0E

41* 下つき/上つき ESX 0E 00 01 0F 1B, 7E, 0E, 00, 01, 0F  

 文字指定解除

42* 半行逆送り ESX 0E 00 01 13 1B, 7E, 0E, 00, 01, 13

43* 半行送り ESX 0E 00 01 14 1B, 7E, 0E, 00, 01, 14

44 3バイト転送 ESX 0E 00 01 15 1B, 7E, 0E, 00, 01, 15  

 モード設定

45 2バイト転送 ESX 0E 00 01 16 1B, 7E, 0E, 00, 01, 16  

 モード設定

46* 強調印字設定 ESX 0E 00 01 17 1B, 7E, 0E, 00, 01, 17

47* 強調印字解除 ESX 0E 00 01 18 1B, 7E, 0E, 00, 01, 18

48* 二重印字設定 ESX 0E 00 01 19 1B, 7E, 0E, 00, 01, 19

49* 二重印字解除 ESX 0E 00 01 1A 1B, 7E, 0E, 00, 01, 1A

50* 下線設定・解除 ESX 11 00 01 n 1B, 7E, 11, 00, 01, n

51* エミュレーション ESX 12 00 01 n 1B, 7E, 12, 00, 01, n 

 設定

52* 重ね打ちモード ESX 13 n1 n2 c1 c2 c3 1B, 7E, 13, n1, n2, c1, c2, c3, （c4） 

 設定・解除 （c4）

53* 罫線印刷 ESX 16 n1 n2 c1 ... cn 1B, 7E, 16, n1, n2, c1, ..., cn

54* 水平タブ設定 ESX 18 n1 n2 ht1 ... htn 1B, 7E, 18, n1, n2, ht1, ..., htn

55* 垂直タブ設定 ESX 19 n1 n2 vt1 ... vtn 1B, 7E, 19, n1, n2, vt1, ..., vtn

56* 左右マージンの ESX 1A 00 02 lm rm 1B, 7E, 1A, 00, 02, lm, rm  

 設定

57* ミシン目 ESX 1B 00 01 n 1B, 7E, 1B, 00, 01, n  

 スキップの設定

58* 水平方向位置 ESX 1C 00 02 n m 1B, 7E, 1C, 00, 02, n, m  

 移動

番号 機能 コマンド コード（16進数）
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59* 垂直方向位置 ESX 1D 00 02 n m 1B, 7E, 1D, 00, 02, n, m  

 移動

60* 文字ピッチの ESX 1E 00 02 n1 n2 1B, 7E, 1E, 00, 02, n1, n2  

 設定（1/1440）

61* 行ピッチの設定 ESX 1F 00 02 n1 n2 1B, 7E, 1F, 00, 02, n1, n2  

 （1/1440）

62* 文字スケールの ESX 20 00 03 n1 n2 02 1B, 7E, 20, 00, 03, n1, n2, 02 

 設定

63* 外字一文字登録 ESX 81 n1 n2 n3 c1  1B, 7E, 81, n1, n2, n3, c1, c2, ..., cn 

  c2 ... cn

64 固定長イメージ FS 1C  

 設定

65 3バイト転送 ESC （ 1B, 28  

 モード設定

66 2バイト転送 ESC ） 1B, 29  

 モード設定

67 ページ長さ設定 ESC F n1 n2 1B, 46, n1, n2

68 高速モード設定 ESC O 1B, 4F

69 高速モード解除 ESC P 1B, 50

70 単票用紙吸入 ESC S 1B, 53

71 単票用紙排出 ESC V 1B, 56

72 文字拡大設定 ESC [ 1B, 5B

73 文字拡大解除 ESC ] 1B, 5D

74 用紙モード選択 ESX 10 n1 n2 c 1B, 7E, 10, n1, n2, c

75* バーコード印字 ESX 40 n1 n2 00 00 0R BC 1B, 7E, 40, n1, n2, 00, 00, 0R, BC, MD, NBW,  

 形式設定 MD NBW NSW WBW WSW NSW, WBW, WSW, CGP, HT,LMG, RMG 

   CGP HT LMG RMG 

76* バーコード印字 ESX 42 n1 n2 XOF YOF FG 1B, 7E, 42, n1, n2, XOF, YOF, FG, d1, ...,  

  d1 ... dn dn

 番号 機能 コマンド コード（16進数）
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2. コマンドの概要

2.1 用語

以下にコマンドの説明の中で使われる用語について述べます。

● 16進数はX'n'で表しています。また、2進数はB'n'で表しています。

● 行ピッチとは、1行分の行送り量のことで、電源スイッチをOn（|）にしたときには初期値

設定の値に設定されます。

● ページ長とは、書式送り（Form Feed）時に送られる用紙の長さのことで、電源スイッチ

をOn（|）にしたときには初期値設定の値に設定されます。

 コマンドFF、ESX 04 n1 n2 c1 c2 （c3）、またはESC Fを参照してください。

● ホーム・ポジションとは、印字ヘッドがもっとも左端に来て止まる位置のことで、行の第

1桁よりも左にあります。

● TOF（Top Of Form）とは、ページの先頭行のことです。詳しくは「第3章　3.印字開始位

置（先頭行=TOF）の調整」3-15ページを参照してください。

● イメージ・データでは、図形や文字などをコードに変換せず、直接その形を表すデータ

のことで、システム・ユニットからデータ・バイト（1バイトずつ送られるデータ）の形で

送られてきます。

● 印字されるドットの間隔は、縦方向も横方向も約0.141 mm（1/180インチ）です。

● ESC % 1とESC % 2において、右マージンを超える印字データの場合、右マージン位置ま

でイメージ・データを受信して印字します。残りのデータを捨てるか、次行に自動改行し

て印字するかは、初期値設定で選択することができます。ただし、1つの印刷イメージ・

データが右マージンを越える場合は、そのデータ全体が捨てられます。

● ESC % 1とESC % 2において、オペランド（n1、n2）が規定範囲を超えると、コマンドとそ

れに続く（n1、n2）で指定されるバイト数のデータは無視されます。

● ESCで始まるコマンドにおいて、ESCの後に定義されていないコマンドが続くと、その

コマンドは無視されます。

● n n1 n2 mなどの値が指定された範囲以外のものを設定した場合そのコマンドは無視さ

れます。

● ESX（X'1B 7E'）で始まるコマンドは拡張コマンドです。

● 5573-W02において、印字領域拡張モードとは、最大印字幅を13.6インチ（345 mm）に設

定することです。イメージ・データ設定においては、通常の最大印字幅を13.2インチ（335 

mm）としています。

 なお、5573-V02においては、最大印字幅は8インチ（203 mm）のみです。
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2.2 印字開始条件

印字データは、行またはブロックごとに処理され、次のコマンドを受け取ったとき、印字が

開始されます。

● LF

● CR

● FF

● BS

● VT

● DC 3

● ESC % 4

● ESC % 5

● ESC % 6

● ESC % 8

● ESC S

● ESC V

● ESX 01 00 00

● ESX 0E 00 01 05

● ESX 0E 00 01 06

● ESX 0E 00 01 13

● ESX 0E 00 01 14

● ESX 0E 00 01 19

● ESX 0E 00 01 1A

● ESX 10 00 01 n

● ESX 1C 00 02 n m（現在の印字位置より左に移動する場合）

● ESX 1D 00 02 n m

また、次の条件によっても印字が開始されます。

● 右マージンを超えるデータを受け取ったとき

● 行バッファーがいっぱいになったとき
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2.3 コマンド

 1. NUL ヌル

コード

X'00'

機能

何もしないで無視します。

 2. BEL ベル

コード

X'07'

機能

このコマンドを受け取るとブザーが鳴ります。

 初期値設定により、ブザーを鳴らないに設定すると、このコードを受け取っても

無視されます。

 3. BS 後退（Back Space）

コード

X'08'

機能

印字位置がその時点の半角文字幅だけ左に戻ります。文字拡大モードではその時点の

全角文字幅、縮小モードではその時点の半角文字幅の半分だけ左に戻ります。印字位

置が左端にある場合は無視されます。印字データに続く場合は印字を開始します。ただ

し、横幅縮小文字設定が行われているときの半角文字幅は18 cpiになり、このコマンドに

より戻り量も18 cpiに応じます。

 4. HT 水平タブ（Horizontal Tab）

コード

X'09'

機能

印刷位置が次のタブ位置まで右に移動します。電源スイッチをOn（|）にしたときの初期

値は8桁ごとに設定されています。タブ位置がクリアされていれば、このコマンドは無視

されます。
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 5. LF 改行（Line Feed）

コード

X'0A'

機能

印字バッファーにあるデータをすべて印字し、用紙を1行送ります。LF以前にデータが

無い場合は、行送りだけが行われます。

 6. VT 垂直タブ（Vertical tab）

コード

X'0B'

機能

印字バッファーのデータをすべて印字し、垂直タブ位置まで用紙を送ります。

垂直タブ位置が設定されていない場合は、LFと同じ動作をします。

 7. FF 書式送り（Form Feed）

コード

X'0C'

機能

印字バッファーにあるデータをすべて印字し、続いて次の動作を行います。

● 単票用紙モードの場合、用紙を排出します。自動給紙機構（ASF）がセットされてい

る場合は次の用紙を吸入します。

● 連続用紙モードの場合、連続用紙を次ぺージのTOFまで送ります。  

印刷位置がTOFにある場合、いずれの用紙モードにおいてもこのコマンドは無視さ

れます。

 8. CR 復帰（Carriage Return）

コード

X'0D'

機能

CRが入力されると、印字バッファーにあるデータがすべて印字され、印字位置がその第

1桁（左マージン）に帰ります。CRが実行されるときに印字位置が第1桁（左マージン）

の位置にある場合、このコマンドは無視されます。
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 9. DC1 装置制御1（Device Control 1）

コード

X'11'

機能

プリンターを印刷可能状態にします。印刷可能状態で受信したときは無視されます。

 10. DC3 装置制御3（Device Control 3）

コード

X'13'

機能

印字バッファーにあるデータをすべて印字した後、 プリンターを印刷不可状態にしま

す。印刷不可状態で受信したときは無視されます。

 11. CAN 取り消し（Cancel）

コード

 X'18'

機能

印字バッファーにあるデータをすべて消去して印字ヘッドをホーム・ ポジションに移

動し、印刷可能状態にします。

このコマンドは、印刷不可状態においても有効です。印刷途中でCANコードを受け取る

と、印字中の行の終わりまで印字してから、印字バッファーにあるデータをすべて消去

します。次のものはCANコードによって消去されません。

LFによる行送り量 文字ピッチ

ページの長さ フォント・スタイル

TOFから数えた現在行の位置 上下、左右マージン

片方向印字モードの設定 上つき/下つき文字指定

最短距離両方向印字モードの設定 強調印字

イメージ・データのn1、n2の値 二重印字

高速印字設定 下線指定

用紙モード切り替え 重ね打ちモード

 水平、垂直タブ位置

 縦書きモード

 文字スケール

 横幅縮小文字モード

 ミシン目スキップ
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 12. SP スペース（Space）

コード

X'20'

機能

その時点での半角文字幅だけ飛び越します（印字位置が右に移動します）。

文字拡大モードでは、その時点での全角文字幅、縮小モードでは半角文字幅の半分だ

け飛び越します。ただし、横幅縮小文字設定が行われているときの半角文字ピッチは18 

cpiになり、このコマンドによる飛び越しも18 cpiに応じて行われます。

 13. ESC % 1 n1 n2 イメージ・データ設定

コード

X'1B 25 31 n1 n2'

機能

イメージ・データの水平方向の印字ドット数を設定します。n1、n2は、水平方向の印字

ドット列数を表し、X'n1 n2'の範囲は、5573-W02がX'00 01'からX'09 48'、5573-V02が

X'00 01'からX'05 A0'です。印字領域拡張モード（5573-W02のみ）では、X'n1 n2'の範囲は、

X'00 01'からX'09 90'です。コマンドに続きイメージ・データを転送します。そのデータ・

バイトの順序は次の通りです。

（MSB:最上位ビット、LSB:最下位ビット）

MSB

LSB 

MSB

LSB 

MSB

LSB

終

3　

バ　

イ　

ト

始



C-11

付
録
C

 14. ESC % 2 n1 n2 イメージ・データ拡大設定

コード

X'1B 25 32 n1 n2'

機能

イメージ・データの倍幅印字（水平方向に2倍）を指定します。

n1、n2は、拡大する前のイメージ・データの水平ドット列数を表し、X'n1 n2'の範囲は、

5573-W02がX'00 01'からX'04 A4'、5573-V02がX'00 01'からX'02 D0'です。このコマンド

に続き転送されるデータ・バイト形式はESC % 1 n1 n2の場合と同じです。印字領域拡

張モード（5573-W02のみ）ではX'n1 n2'の範囲は、X'00 01'からX'04 C8'です。

 15. ESC % 3 n1 n2 可変飛び越し

コード

X'1B 25 33 n1 n2'

機能

n1、n2で指定されたドット数だけ、水平方向に飛び越します。（印字位置が右へ移動し

ます。）

X'n1 n2'の範囲は、5573-W02がX'00 01'からX'09 48'、5573-V02がX'00 01'からX'05 A0'

です。

印字領域拡張モード（5573-W02のみ）ではX'n1 n2'の範囲はX'00 01'からX'09 90'です。

 16. ESC % 4 n1 n2 可変逆飛び越し

コード

X'1B 25 34 n1 n2'

機能

n1、n2で指定されたドット数だけ、水平方向に飛び越します。（印字位置が左へ移動し

ます。）

印字データに続く場合は、印字を開始します。

X'n1 n2'の範囲は、5573-W02がX'00 01'からX'09 48'、5573-V02がX'00 01'からX'05 A0'

です。

逆飛び越し量が左マージンを超えている場合は、印字位置は左端まで戻ります。

印字領域拡張モード（5573-W02のみ）ではX'n1 n2'の範囲はX'00 01'からX'09 90'です。
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 17. ESC % 5 n1 n2 可変行送り

コード

X'1B 25 35 n1 n2'

機能

n1、n2で指定された量だけ、行送りします。印字データに続く場合は、印字を開始しま

す。

X'n1 n2'の範囲はX'00 01'からX'00 FF'です。

行送りされる量は、0.21 mm（1/120インチ）のX'n1 n2'倍です。

単票用紙の場合、ボトム・マージンを超すときは、用紙を排出し、残りの行送り量は捨て

られます。

 18. ESC % 6 n1 n2 復帰点設定

コード

X'1B 25 36 n1 n2'

機能

第一印字位置左端を基準としてX'n1 n2'ドットの位置に印字位置を移動します。 印字

データに続く場合は印字を開始します。

X'n1 n2'の範囲は、5573-W02がX'00 01'からX'09 48'、5573-V02がX'00 01'からX'05 A0'

です。

この次に印字される場合のみ、このコマンドによって指定された位置から印字が始まり

ます。印字領域拡張モード（5573-W02のみ）では、X'n1 n2'の範囲はX'00 01'からX'09 90'

です。

 19. ESC % 8 n1 n2 可変行戻り

コード

X'1B 25 38 n1 n2'

機能

0.21 mm（1/120インチ）を単位として用紙を逆送りします。印字データに続く場合は印

字を開始します。

X'n1 n2'の範囲はX'00 01'からX'00 28'です。

したがって、逆送り量の範囲は、0.21 mm（1/120インチ）から8.47 mm（1/3インチ）です。

用紙逆送りは1ページ中で合計8.47 mm（1/3インチ）を超えてはなりません。

印字位置が先頭位置（TOF）に達すると止まります。

このコマンドは自動給紙機構（ASF）を使用している場合、用紙詰まりの原因となるこ

とがありますので、できる限り使用しないでください。
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 20. ESC % 9 n1 n2 行送り量設定

コード

X'1B 25 39 n1 n2'

機能

0.21 mm（1/120インチ）を単位として、n1、n2で行送りを設定します。

X'n1 n2'の範囲はX'00 01'からX'00 3C'です。

したがって、行送りの設定範囲は、0.21 mm（1/120インチ）から12.7 mm（60/120インチ）

です。

LF/FF スイッチによる行送り量も変更されます。

印字行の先頭にこのコマンドを受信した場合には、 その行から行送り量が変更されま

す。印字行の途中にこのコマンドを受信した場合は、次の行から行送り量が変更されま

す。

 このコマンドは設定できる値が異なる以外、機能的にはESX 03 00 01 n（改行

ピッチの設定）と同じです。

 21. ESC % B 両方向印字モード設定

コード

X'1B 25 42'

機能

両方向印字モードを設定します。モードの切り替えは行単位で行われます。この制御

コードが印字コードに含まれていると、その行およびそれ以降の行は最短距離で両方

向印字されます。

 22. ESC % U 片方向印字モード設定

コード

X'1B 25 55'

機能

片方向印字モードを設定します。印字方向は左から右方向のみです。この設定は行単位

で行われ、行の途中にこのコマンドが含まれていると、その行およびそれ以降の行は片

方向印字されます。このコードは初期値設定の指定により無視することができます。
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 23. ESX 01 00 00 初期化設定

コード

X'1B 7E 01 00 00'

機能

改ページ後、プリンターを初期値設定の値にリセットします。印刷業務の終了時に使用

します。このコマンドは、DOSK2.61以上で使用してください。

 24. ESX 02 00 01 n 文字ピッチの設定

コード

X'1B 7E 02 00 01 n'

機能

全角文字ピッチをn × 1/10 cpi（文字/インチ）に設定します。

nの値は下表のいずれかを指定してください。下表の値以外は無視されます。半角文字

ピッチは全角文字ピッチの倍に設定されます。

 n 全角文字ピッチ（cpi）

 X'32' 5

 X'3C' 6

 X'43' 6.7

 X'4B' 7.5

 25. ESX 03 00 01 n 改行ピッチの設定

コード

X'1B 7E 03 00 01 n'

機能

改行ピッチをn × 1/10 lpi（行/インチ）に設定します。nの値は下表のいずれかを指定

してください。下表の値以外は無視されます。

 n 改行ピッチ（lpi）

 X'14' 2

 X'1E' 3

 X'28' 4

 X'32' 5

 X'3C' 6

 X'4B' 7.5

 X'50' 8
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 n フォント・スタイル 印刷例

 X'00' 省略時解釈（明朝体12 cpi）

 X'01' DPゴシック（10 cpi）

 X'06' エリート（12 cpi）

 X'07' クーリエ（10 cpi）

 X'08' 明朝体（12 cpi）

 X'09' 明朝体（10 cpi）

 X'11' OCR-B（12 cpi）

 26. ESX 04 n1 n2 c1 c2（c3） ページ長さ設定

コード

X'1B 7E 04 n1 n2 c1 c2（c3）

機能

連続用紙の1ページの長さを設定します（単票用紙の長さの設定はできません）。

c1をX'00'としたときc2、c3は1ページの長さを1/6インチ単位で設定します。

このときn1=X'00'、n2=X'03'で、c2、c3の範囲はX'00 01'からX'01 FF'までです。c1を

X'01'としたとき、c2は1ページの長さを行単位で設定します。このときn1=X'00'、n2= 

X'02'で、c2の範囲はX’01’からX’FF’までです。このときc3は不要です。

c1をX'02'としたときc2は1ページの長さをインチ単位で設定します。このときn1=X'00'、

n2=X'02'で、c2の範囲はX'01'からX'7F'までです。このときc3は不要です。

連続用紙の場合、このコマンドを受け取ったときに受信中の行の左端をTOFとして設

定します。

 27. ESX 06 00 01 n フォント・スタイル設定

コード

X'1B 7E 06 00 01 n'

機能

半角文字のフォント・スタイルを変更するために使用します。nの値は下表のいずれか

を指定してください。下表以外の値は無視されます。
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 28. ESX 08 n1 n2 c1 c2 ... cn 全文字印字指定

コード

X'1B 7E 08 n1 n2 c1 c2 ... cn

機能

n1、n2で指定されたバイト数分以降のデータを文字セットで指定された文字コードと

して受信します。

本モードの場合は、通常はコマンドとして用いられているコード（X'1B'、X'1C'）も文字

コードとして扱います。

ci（i=1, ..., n）は、半角のとき1バイト、全角のとき2バイトで指定してください。未定義コー

ドは半角あるいは全角スペースとして出力されます。（ただし、NUL（X'00'）は無視さ

れます。）

 29. ESX 0E 00 01 01 高速モード設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 01'

機能

高速モードを設定します。

プリンターが高速モードにあるときは、このコマンドは無視されます。

 30. ESX 0E 00 01 02 高速モード解除

コード

X'1B 7E 0E 00 01 02'

機能

高速モードを解除します。

プリンターが通常速モードにあるときは、このコマンドは無視されます。

＜設定＞モード内の＜インジソクド＞設定で＜コウソク＞が選択されている場合は、こ

のコマンドは無視されます。

 31. ESX 0E 00 01 05 単票用紙吸入

コード

X'1B 7E 0E 00 01 05'

機能

単票用紙モードにおいて有効です。連続用紙モードの場合、このコマンドは無視されま

す。その他は、FFコードと全く同じ機能です。「7.書式送り」C-8ページを参照してくだ

さい。印字バッファーにあるデータをすべて印刷し、用紙を排出します。自動給紙機構

（ASF）がセットされている場合は、次の用紙を吸入します。



C-17

付
録
C

 32. ESX 0E 00 01 06 単票用紙排出

コード

X'1B 7E 0E 00 01 06'

機能

プリンターに蓄えられているデータがすべて印刷され、続いて次の動作が行われます。

● 単票用紙モードの場合、用紙を排出します。

● 連続用紙モードの場合、連続用紙を次ページの先頭行位置（TOF）まで送ります。

 印字位置がTOFにある場合、いずれの用紙モードでも無視されます。

 33. ESX 0E 00 01 07 横幅縮小文字設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 07'

機能

このコマンド以降の半角文字は、横に縮小されて印刷されます。文字ピッチは、現在設

定されている半角文字の文字ピッチにかかわりなく18 cpiになります。

 34. ESX 0E 00 01 08 横幅縮小文字解除

コード

X'1B 7E 0E 00 01 08'

機能

ESX 0E 00 01 07コードによる横幅縮小文字設定を解除します。このコマンドにより、半

角文字の文字ピッチは元の文字ピッチに戻ります。

 35. ESX 0E 00 01 09 文字拡大設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 09'

機能

このコマンド以降に印字される文字は、横幅が2倍になります。
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 36. ESX 0E 00 01 0A 文字拡大解除

コード

X'1B 7E 0E 00 01 0A'

機能

設定された文字拡大コードを解除します。

 37. ESX 0E 00 01 0B 縦書きモード設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 0B'

機能

このコマンドを受け取った直後からすべての文字を縦書きにします。

 38. ESX 0E 00 01 0C 縦書きモード解除

コード

X'1B 7E 0E 00 01 0C'

機能

このコマンドを受け取った直後から、すべての文字を横書きに戻します。

 39. ESX 0E 00 01 0D 上つき文字指定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 0D'

機能

このコマンドを受け取った直後からの半角文字は、上つき/下つき文字指定解除を受け

取るか、下つき文字指定を受け取るまで上つき文字で印刷されます。

 40. ESX 0E 00 01 0E 下つき文字指定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 0E'

機能

このコマンドを受け取った直後からの半角文字は、上つき/下つき文字指定解除を受け

取るか、上つき文字指定を受け取るまで下つき文字で印刷されます。
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 41. ESX 0E 00 01 0F 上つき/下つき文字指定解除

コード

X'1B 7E 0E 00 01 0F'

機能

このコマンドを受け取った直後から、上つき/下つき文字指定は解除されます。

 42. ESX 0E 00 01 13 半行逆送り

コード

X'1B 7E 0E 00 01 13'

機能

印字バッファーのデータをすべて印刷し、半行分用紙を逆送りして、以降のデータを印

字します。

印字位置が先頭位置（TOF）に達すると無視されます。このコマンドは自動給紙機構

（ASF）を使用している場合は、用紙詰まりの原因になることがありますので、できる限

り使用しないでください。

用紙の逆送りは1ページの中で合計8.47mm（1/3インチ ）をこえないようにしてくださ

い。

 43. ESX 0E 00 01 14 半行送り

コード

X'1B 7E 0E 00 01 14'

機能

印字バッファーのデータをすべて印字し、半行分用紙を送って、以降のデータを印刷し

ます。印字位置がボトム・マージンに達すると改ページが行われます。
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 44. ESX 0E 00 01 15 3バイト転送モード設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 15'

機能

3バイト転送モードを設定します。

電源スイッチをOn（|）したときに、省略時のモードとしてこのモードが設定されます。

転送されるデータ・バイトは次のとおりです。（MSB:最上位ビット、LSB:最下位ビット）

 45. ESX 0E 00 01 16 2バイト転送モード設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 16'

機能

2バイト転送モードを設定します。

電源スイッチをOn（|）したときに、省略時のモードとして3バイト転送モードが設定さ

れます。転送されるデータ・バイトは次のとおりです。（MSB:最上位ビット、LSB:最下

位ビット）

MSB

LSB 

MSB

LSB 

MSB

LSB

終

3　

バ　

イ　

ト

始

MSB

LSB 

MSB

LSB
終

2　

バ　

イ　

ト

始
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 46. ESX 0E 00 01 17 強調印字設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 17'

機能

このコマンドを受け取った直後から、すべての文字を強調して（横方向に1ドット分ず

らして重ねる）印字します。

 47. ESX 0E 00 01 18 強調印字解除

コード

X'1B 7E 0E 00 01 18'

機能

このコマンドにより強調印字モードが解除されます。

 48. ESX 0E 00 01 19 二重印字設定

コード

X'1B 7E 0E 00 01 19'

機能

このコマンドを受け取ると印字バッファーにあるデータをすべて印字し、その後すべて

の文字とイメージを二重に印字します。

 

 49. ESX 0E 00 01 1A 二重印字解除

コード

X'1B 7E 0E 00 01 1A'

機能

このコマンドを受け取ると印字バッファーにあるデータをすべて印字し、二重印字モー

ドが解除されます。
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 50. ESX 11 00 01 n 下線設定・解除

コード

X'1B 7E 11 00 01 n'

機能

このコマンドにより、下線の設定、解除を行います。

設定、解除はnにより次のように指定することができます。

n=B'0000 00n1n0'

n0 1：下線開始

 0：下線終了

n1 1：ブランクをスキップする。

 0：ブランクをスキップしない。

このコマンドにより、印刷できる下線の数は1行当たり最大256本です。

 51. ESX 12 00 01 n エミュレーション設定

コード

X’1B 7E 12 00 01 n’

機能

この制御コードにより、プリンターを直接制御するための命令セットである制御コマン

ドを切り替えます。

 52. ESX 13 n1 n2 c1 c2 c3（c4） 重ね打ちモード設定・解除

コード

X'1B 7E 13 n1 n2 c1 c2 c3（c4）'

機能

重ね打ちをする半角文字または全角文字を指定します。 このコマンドにより指定され

た半角文字または全角文字が、これ以後の文字に重ね打ちされます。解除が指定される

（c1のビット0を0にする）か、新たに重ね打ち設定が行われた場合は、以前に指定された

文字の重ね打ちは終了します。n1 n2 c1 c2 c3（c4）の指定の方法は以下のとおりです。

 n エミュレーション

 X’10’ PPDS

 X’11’ 5577

 X’20’ ESC/P
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半角文字の場合

n1=X'00',n2=X'03'

c1：重ね打ちフラグ

ビット0

 1：重ね打ちモード設定

 0：重ね打ちモード解除

ビット1

 1：スペース文字には重ねて打たない

 0：スペース文字にも重ねて打つ

ビット2～7

 定義されていません。これらのビットは無視されます。

c2：未定義のバイトです、c2は無視されます。

c3：DOSの内部1バイト・コードを指定します。

 c4は指定しないでください。

全角文字の場合

n1=X'00',n2=X'04'

c1：半角文字の場合と同様

c2：半角文字の場合と同様

c3：DOSの内部2バイト・コードの上位1バイトを指定します。

c4：DOSの内部2バイト・コードの下位1バイトを指定します。

 重ね打ちモードの解除のコマンドは以下のようになります。

 X'1B 7E 13 00 01 00'

重ね打ち文字はフォント・スタイル指定、横幅縮小文字指定、または上つき/下つき文字

指定が行われると、その指定に従い変更されます。

 53. ESX 16 n1 n2 c0 c1 ... cn 罫線印刷

コード

X'1B 7E 16 n1 n2 c0 c1 ... cn'

機能

1行分の縦横の罫線を指定します。  

その行の印字データを送る前にこのコマンドを送ってください。  

パラメーターの指定は次のとおりです。

n1、n2 ： c0～cnのバイト数

c0 ： 罫線情報のタイプを指定します。

  X'01'またはX'02'
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c1 ... cn ： 罫線情報を半角単位で次のように指定します。

● タイプ1の場合

 ビット 7 6 5 4 3 2 1 0

  | 〈-横罫線-〉 | | 〈-縦罫線-〉 |

 （文字ボックスの上端）（文字ボックスの左端）

● 罫線の種類の指定

 ビット（7654）

 ビット（3210）

 0 0 0 0：罫線無し

 0 0 0 1：実線

 0 0 1 0：太い実線

 0 0 1 1：点線

 x 1 x x：予約

● タイプ2の場合

 罫線の種類は実線のみで罫線の印字位置を指定します。

 ビット0：上部罫線（左）・・・・ （a）

 ビット1：上部罫線（右）・・・・ （b）

 ビット2：下部罫線（左）・・・・ （c）

 ビット3：下部罫線（右）・・・・ （d）

 ビット4：中央罫線・・・・・・ （e）

 ビット5：左罫線・・・・・・・ （f）

 ビット6：右罫線・・・・・・・ （g）

● 右マージンを超えて送られた罫線は無視されます。

● 罫線は文字ではないので文字装飾に影響されませんが、 二重印字が設定されてい

るときは二重に印字されます。二重印字は行の途中ですぐに設定/解除されるので、

注意が必要です。

● 7.5 lpiより狭い場合、および半角で15 cpiより狭い文字間隔のとき、罫線は印字され

ません。ただし、横幅縮小文字が指定されているときは、行間が7.5 lpiより狭い場合

を除き、罫線は印刷されます。

● 受信中でこのコマンドより先に印字データ（半/全角スペース、タブ以外）があると

そのコマンドは無視されます。

● 同一行で2回以上このコマンドを受信した場合、2回目以降のコマンドは無視され

ます。

（d）（c）

（g）（e）（f）

（a） （b）

横

縦
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 54. ESX 18 n1 n2 ht1 ht2 ... htn 水平タブ設定

コード

X'1B 7E 18 n1 n2 ht1 ht2 ... htn'

機能

水平タブ位置を設定します。n1 n2で水平タブの個数を示し、ht1 ht2 ... htn（各1バイト）

でタブ位置を半角文字単位の桁数で指定します。タブ位置は昇順に指定し、昇順がくず

れた場合はくずれる前までのタブ位置が設定されます。

タブ位置は現在の文字ピッチで設定されます。

設定できる最大のタブは28個までです。28個を超えて設定した場合は、水平タブ設定

は無視されます。

n1 n2=X'00 01'、ht1=X'00'の場合は、初期値のタブ位置（9桁目から8桁ごと）にセットさ

れます。また、n1 n2=0の場合、水平タブはクリアされます。

 55.  ESX 19 n1 n2 vt1 vt2 ... vtn 垂直タブ設定

コード

X'1B 7E 19 n1 n2 vt1 vt2 ... vtn'

機能

垂直タブ位置を設定します。n1 n2で垂直タブの個数を示し、vt1 vt2 ... vtn（各1バイト）

でタブ位置を行単位の桁数で指定します。タブ位置は昇順に指定し、昇順がくずれた場

合は、くずれる前までのタブ位置が設定されます。

タブ位置は現在の行ピッチで設定されます。

設定できる最大のタブは64個までです。64個をこえて設定した場合は、垂直タブ設定

は無視されます。

n1 n2=0の場合垂直タブはクリアされます。

単票用紙を使用した場合、実際の単票用紙の長さをこえる位置に垂直タブを使用する

と、フォーマットがくずれる場合があります。垂直タブ設定は実際に使用する単票用紙

の長さに収めてください。

 56. ESX 1A 00 02 lm rm 左右マージンの設定

コード

X'1B 7E 1A 00 02 lm rm'

機能

lm rmは、1バイトではそれぞれ左マージン、右マージンの位置を印刷可能領域の最左

端からの半角文字単位の桁数で指定します。

右マージンと左マージンの間が12.7 mm（0.5インチ/90ドット列）よりも少ない指定が

行われた場合、5573-W02において rmの指定が右端（8インチ、13.2インチまたは13.6

インチ）をこえた場合、5573-V02においてrmの指定が右端（8インチ）をこえた場合、

およびlmを0またはrmを0に指定した場合は無視されます。
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 57. ESX 1B 00 01 n ミシン目スキップの設定

コード

X'1B 7E 1B 00 01 n'

機能

このコマンドは、ページの最終行から次ページの先頭行（TOF）までn（1バイトの16進数）

で指定された行数だけスキップして、印字位置を動かす機能を設定します。

n=0の場合およびページ長設定コマンド、初期化設定のコマンドを受信すると、ミシン

目スキップは初期値の状態に戻ります。

ミシン目スキップを指定した行数とページ長の差が12.7 mm（0.5インチ）よりも少ない

場合は無視されます。

初期値設定機能においてミシン目スキップを指定すると、12.7 mm（0.5インチ）にスキッ

プ量が設定されます。

 このコマンドで指定されたスキップ数がミシン目位置からTOFまでの長さより

小さいと、ミシン目上に印刷されるので注意してください。

 58. ESX 1C 00 02 n m 水平方向位置移動

コード

X'1B 7E 1C 00 02 n m'

機能

水平方向に現在の半角文字ピッチに応じて、半角文字単位で位置を移動します。横幅縮

小文字設定が行われているときは18 cpiで移動します。n、mの値は各バイトで以下の

ように指定してください。

n=00 ： 左マージンからの絶対位置移動［右マージンを超える量をセットすると無視す

る］

n=01 ： 現在位置からの相対位置移動（右方向）［右マージンを超える量をセットする

と次の行に打つ］

n=02 ： 現在位置からの相対位置移動（左方向）［左マージンを超える量をセットする

と左端で止まる］

 1. nに00, 01, 02以外の数値を設定するとこのコマンドは無視されます。mは移

動する文字数を設定してください。

 2. このコマンドによる移動は文字の拡大/縮小の影響は受けません。
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 59. ESX 1D 00 02 n m 垂直方向位置移動

コード

X'1B 7E 1D 00 02 n m'

機能

印字バッファーにあるデータをすべて印字し、垂直方向に現在の行ピッチに応じて行

単位で位置を移動します。

n、mの値は各バイトで以下のように指定してください。

n=01：現在位置からの相対位置移動（下方向）

 nに01以外の数値を設定するとこのコマンドは無視されます。

 mは移動する行数を設定してください。

 60. ESX 1E 00 02 n1 n2 文字ピッチの設定（1/1440インチ単位）

コード

X'1B 7E 1E 00 02 n1 n2'

機能

全角文字ピッチを1/1440インチ単位で設定します。n1 n2の値は、7.5 cpi（n1 n2=X'00 

C0'）から5 cpi（n1 n2=X'01 20'）までが有効です。また、n1 n2の値は、偶数を指定してく

ださい。奇数を指定すると偶数に丸められます。

 61. ESX 1F 00 02 n1 n2 行ピッチの設定（1/1440インチ単位）

コード

X'1B 7E 1F 00 02 n1 n2'

機能

行ピッチを1/1440インチ単位で設定します。n1 n2の値は、120 lpi（n1 n2=X'00 0C'）か

ら1 lpi（n1 n2=X'02 D0'）までが有効です。また、n1 n2の値は、12の倍数を指定してくだ

さい。それ以外を指定すると12の倍数に丸められます。
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 62. ESX 20 00 03 n1 n2 02 文字スケールの設定

コード

X'1B 7E 20 00 03 n1 n2 02'

機能

以後の文字の大きさを、n1 n2の値に応じて変化させます。n1 n2の値は以下のよ 

うに設定してください。

上記以外の値を指定した場合は、このコマンドは無視されます。

 63. ESX 81 n1 n2 n3 c1 c2 ... cn 外字一文字登録

コード

X'1B 7E 81 n1 n2 n3 c1 c2 ... cn'

機能

指定された外字文字コードに対応する文字パターンをロードします。以降の外字文字

コードに対してロードしたフォント・パターンが印刷されます。ロードできる外字は1文

字だけです。

n1（2バイト）：外字エリア文字コード（範囲：X'F0 40'～X'F9 FC'）

n2（1バイト）：FLAG

 ビット0：イメージ方向

 1：I軸方向（ラスター・パターン）

 0：B軸方向（ワイヤー・ドット・パターン）　

 ビット1：タイプ

 1：全角（文字幅=文字高さ）

 0：半角（文字幅=文字高さ/2）

 ビット2～7：予約済み

n3（1バイト）：サイズ（ロードするフォントの高さのドット数）

 X'18'=24ドットに設定してください。

 n1 n2 文字の大きさ（横×縦）

 X'08' X'08' 1/2×1/2

 X'10' X'10' 1×1

 X'10' X'20' 1×2

 X'20' X'10' 2×1

 X'20' X'20' 2×2
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c1 c2 ... cn：ロードするイメージ・データ

 データのバイト長さは、以下の式で表されます。

OS/2の$PRN24Eでは、このコマンドが使用できない場合があります。

 64. FS 固定長イメージ設定

コード

X'1C'

機能

このコマンドはESC % 1 n1 n2またはESC % 2 n1 n2コードの代わりに使いますが、イメー

ジ・データを印刷する場合はできるだけESC % 1またはESC % 2コードを使用してくだ

さい。このコマンドを使用する前に、すでにESC % 1またはESC % 2コードで有効なn1、

n2が指定されている必要があり、このときに参照されるn1、n2の値は最も新しく指定さ

れたn1、n2の値です。このコマンドに続いて送られるデータ・バイト数は、すでに指定

されているn1、n2の値と矛盾しないようにしてください。

 65. ESC （ 3バイト転送モード設定

コード

X'1B 28'

機能

ESX 0E 00 01 15コードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 15コードを使用してくださ

い。

 66. ESC ） 2バイト転送モード設定

コード

X'1B 29'

機能

ESX 0E 00 01 16コードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 16コードを使用してくださ

い。

 I軸方向 B軸方向

 半角 INT（（n3/2+7）/8）*n3 INT（（n3+7）/8）*n3/2

 全角 INT（（n3+7）/8）*n3 INT（（n3+7）/8）*n3
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 67. ESC F n1 n2 ページ長さ設定

コード

X'1B 46 n1 n2'

機能

ESX 04 00 03 n1 n2コードと同じです。できるだけESX 04 00 03 00 n1 n2コードを使用し

てください。

 68. ESC O 高速モード設定

コード

X'1B 4F'

機能

ESX 0E 00 01 01コードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 01コードを使用してくださ

い。

 69. ESC P 高速モード解除

コード

X'1B 50'

機能

ESX 0E 00 01 02コードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 02コードを使用してくだ

さい。

 70. ESC S 単票用紙吸入

コード

X'1B 53'

機能

ESX 0E 00 01 05コードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 05コードを使用してくだ

さい。
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 71. ESC V 単票用紙排出

コード

X'1B 56'

機能

ESX 0E 00 01 06コードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 06コードを使用してくだ

さい。

 72. ESC ［ 文字拡大設定

コード

X'1B 5B'

機能

ESX 0E 00 01 09コードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 09コードを使用してくだ

さい。

 73. ESC ］ 文字拡大解除

コード

X'1B 5D'

機能

ESX 0E 00 01 0Aコードと同じです。できるだけESX 0E 00 01 0Aコードを使用してくだ

さい。
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 74. ESX 10 n1 n2 c 用紙モード選択コマンド

コード

X'1B 7E 10 n1 n2 c'

機能

この制御コードは上トラクターが装着された場合、トラクター・モードを切り替えます。

n1、n2、cの指定方法は、以下の通りです。

 n1、n2 ： X'00 02'

 c ： X'01 01' 下トラクター選択

   X'01 02' 上トラクター選択

   X'01 04' 用紙交換モード

以下に、本制御コード受信時のプリンターの動作を記します。

n1n2=X'00 02'以外が指定された場合とcが上記以外の場合は、制御コード全体を読み捨

てます。

 75. ESX 40 n1 n2 00 00 OR BC MD NBW NSW WBW WSW CGP HT LMG RMG  

   バーコード印字形式設定

コード

X'1B 7E 40 n1 n2 00 00 OR BC MD NBW NSW WBW WSW CGP HT LMG RMG'

機能

この制御コードは、バーコードの印字形式を設定するコードです。各々のパラメーター

の説明は以下の通りです（以下の各幅及び高さは、1/1440インチ単位で指定されます）。

n1、n2： 以下に続くパラメーターの数を指定します。本プリンターではX'00 06'または

X'00 16'を指定ください。

連続用紙 動作無し 下トラクター：パーク 下トラクター：パーク

（下トラクター）  上トラクター：ロード

連続用紙 上トラクター：パーク 動作無し 上トラクター：パーク 

（上トラクター） 下トラクター：ロード

単票用紙 動作無し 動作無し 動作無し

 N
現在の N=0x0101 N=0x0102 N=0x0104 
用紙モード
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OR（2バイト）：バーコードの回転角度を指定します。

X'00 00' ：0度回転印字

X'2D 00' ：90度回転印字

X'5A 00' ：180度回転印字

X'87 00' ：270度回転印字

上記以外 ：コマンド全体を無視します。

● 0度以外では、HRIは印刷されません。

● 90度、270度回転時にバーコードがページ長を越えた場合は、コマンド全体を

無視します。

BC（1バイト）：バーコード・タイプを指定します。

X'01' ：CODE 39

X'08' ：JAN短縮

X'09' ：JAN標準

X'0A' ：INDUSTRIAL 2 OF 5 （IDF）

X'0C' ：INTERLEAVED 2 OF 5 （ITF）

X'0D' ：NW-7

X'11' ：CODE128

X'1B' ：カスタマバーコード （8～15ポイントまでをカバーできます）

X'20' ：QR CODE

上記以外 ：コマンド全体を無視します。

MD（1バイト）：チェック・キャラクター印刷の有無を選択します。

CODE 39

X'01'： チェック・キャラクター無しにバーコードを印字します。

X'02'： チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字します（モジュ

ラス43となります）。

JAN短縮

X'00'： JAN短縮バーコードを印字。キャラクター構成は、2桁のフラグ、5桁の

商品コード、1桁のチェック・キャラクターです。

 （計算式はモジュラス10となります）

X'01'： チェック・キャラクター無しにバーコードを印字します。

JAN標準

X'00'： JAN標準バーコードを印字。 キャラクター構成は、2桁のフラグ、

10桁の商品コード、1桁のチェック・キャラクターです。  

（計算式はモジュラス10となります）

X'01'： チェック・キャラクター無しにバーコードを印字します。

INDUSTRIAL 2 OF 5 （IDF）

X'01'： チェック・キャラクター無しにバーコードを印字します。

X'02'： チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字します（計算式

はモジュラス10となります）。
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INTERLEAVED 2 OF 5 （ITF）

X'01'： チェック・キャラクター無しにバーコードを印字します。

X'02'： チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字します。

 （計算式はモジュラス10となります）

NW-7

X'01'： チェック・キャラクター無しにバーコードを印字します。

X'02'： チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字します。

 （計算式はモジュラス16となります）

CODE128、カスタマバーコード

X'00'： スタート・キャラクター、チェックサム・キャラクター、ストップ・キャラ

 クターを生成し、バーコードと共に印字します。

 （計算式はモジュラス19となります）

QR CODE

X'31'： モデル1で印字します。

X'32'： モデル2で印字します。

NBW（2バイト）：細い黒バーの幅を1/1440インチ単位で指定します。

● ただし、指定できる範囲JANは1～ 4ドット、JAN以外は1～ 8ドット（1ドット

=1/180インチ）です。

● 省略されたときは、すべてデフォルト値=2ドットとみなされます。カスタマバー

コードは10ポイントに相当する値になります。

● カスタマバーコードの黒バーの幅を設定することができます。範囲は1～8ドッ

ト（1ドット=1/180インチ）です。

NSW（2バイト）：細い白スペースの幅を1/1440インチ単位で指定します。

● 指定できる範囲JANは1～4ドット、JAN以外は1-8ドット（1ドット=1/180インチ）

です。

● 省略されたときは、すべてデフォルト値=2ドットとみなされます。カスタマバー

コードは10ポイントに相当する値になります。

● カスタマバーコードの白スペースの幅を設定することができます。範囲は1～8

ドット（1ドット=1/180インチ）です。

WBW（2バイト）：太い黒バーの幅を1/1440インチ単位で指定します。

● 指定できる範囲JANは3～14ドット（1ドット=1/180インチ）です。

● カスタマバーコードでは無視されます。

● JAN標準、JAN短縮の場合にも無視されます。

● 省略されたときは、すべてデフォルト値=7ドットとみなされます。

WSW（2バイト）：太い白スペースの幅を1/1440インチ単位で指定します。

● 指定できる範囲は3～14ドット（1ドット=1/180インチ）です。

● カスタマバーコードでは無視されます。

● JAN標準、JAN短縮、IDFの場合にも無視されます。

● 省略されたときは、すべてデフォルト値=7ドットとみなされます。



C-35

付
録
C

CGP（2バイト）：バーコードのキャラクター間幅を1/1440インチ単位で指定します。

● 指定できる範囲は2～16ドット（1ドット=1/180インチ）です。

● CODE 39、NW-7に対してのみ有効です。

● 上の2種類以外はNSWと同じ幅になります。

● カスタマバーコードでは無視されます。

● 省略されたときは、すべてデフォルト値=4ドットとみなされます。

1/180インチで割りきれない値を指定されたときは端数を切り捨てとなります。ただし、

切り捨て0になる場合はその最小値に設定されます。最大値を越える時は、コマンド全

体が無効になります。各々の幅のデフォルト値は以下の通りです。

HT（2バイト）：バーコード全体の高さを1/1440インチ単位で指定します。

● 指定できる範囲はX'00 01'からX'7F FF'です。ここで指定した高さには、HRIの

部分は含まれません（JANを除く）。JANの場合にはHRIの印字指定がスペース・

エリアとして高さに含まれるものとします。

● バーコード全体の高さが現在のページ長を越える場合は印刷されません。

 また、最小値以下の値を指定したとき最小値に設定されます。以下に各規格の

最小値とデフォルト値を記します。

デフォルト値： X'00 00'のとき下記のデフォルト値に設定されます。

指定可能範囲外の値が指定された場合は、コマンド全体が無

視されます。

● 1/180 インチで割りきれない値を指定されたときは端数を切り捨てます。

● カスタマバーコードにおいては、ロング・バーのシンボルの高さを決定します。

これによりセミ・ロング・バーの高さとタイミング・バーの高さを決定します

（C-38ページを参照してください）。

● 省略された場合は、デフォルト値になります。

 JAN短縮 ページ長未満 X'01 38' （39ドット） BAR全幅の81.3%

 JAN標準 ページ長未満 X'01 38' （39ドット） BAR全幅の75.0%

 CODE 39 ページ長未満 X'00 08' （1ドット） BAR全幅の15.0%

 IDF ページ長未満 X'00 08' （1ドット） BAR全幅の15.0%

 ITF ページ長未満 X'00 08' （1ドット） BAR全幅の15.0%

 NW-7 ページ長未満 X'00 08' （1ドット） BAR全幅の15.0%

 CODE 128 ページ長未満 X'00 08' （1ドット） BAR全幅の15.0% 

 ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄ  ゙ 次ページ［参考］を参照してください X'00 C0'（24ドット）

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ規格 最大値 最小値 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値

 ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ CODE39 JAN標準 JAN短縮 IDF ITF NW-7 CODE128 ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ  QR CODE

 NBW 2ドット 2ドット 2ドット 2ドット 2ドット 2ドット 1ドット 4ドット 3ドット

 NSW 2ドット 2ドット 2ドット 2ドット 2ドット 2ドット 4ドット 5ドット ―

 WBW 7ドット ― ― 7ドット 7ドット 7ドット ― ― ―

 WSW 7ドット ― ― ― 7ドット 7ドット ― ― ―

 CGP 4ドット ― ― ― ― 4ドット ― ― ―
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LMG（2バイト）：バーコードの左マージンを指定します。

● 左マージンの幅を1/1440インチ単位で指定します。

● 指定可能範囲： X'00 01'～X'7F FF'  

 （最大値を超えるとデフォルト値に設定されます。）

  X'00 00'  

 （この値のときはデフォルト値になります。）

● 省略されたときは、下記のデフォルト値になります。

● カスタマバーコードでは、無条件で2mmの幅が確保されます。

● 回転角度が0度以外のときは、左マージンの値を無効とします。

RMG（2バイト）：バーコードの右マージンを指定します。

● 右マージンの幅を1/1440インチ単位で指定します。

● 指定可能範囲： X'00 01'～X'7F FF'  

 （最大値を越えるとデフォルト値に設定されます。）

  X'00 00'  

 （この値のときはデフォルト値になります。）

● 省略されたときは、下記のデフォルト値になります。

● カスタマバーコードでは、無条件で2mmの幅が確保されます。

● 回転角度が180度以外のときは、右マージンの値を無効とします。

［参考］ カスタマバーコードポイントとNBW, NSW, HTパラメーターについて（推奨値）

上の数値は、全て1/180インチ単位で表したものです。実際の設定は、1/1440イ

ンチ単位で行ってください。

リボンや用紙の状態で印刷結果は変化します。 上記の値をめやすにパラメー

ターを調整してください。

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ規格 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値

 JAN短縮 （ﾏｰｼﾞﾝを含まないｼﾝﾎﾞﾙの幅） / 67 × 9

 JAN標準 （ﾏｰｼﾞﾝを含まないｼﾝﾎﾞﾙの幅） / 95 × 9

 その他のﾊﾞｰｺｰﾄ  ゙ X'00 00'

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ規格 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値

 JAN短縮 （ﾏｰｼﾞﾝを含まないｼﾝﾎﾞﾙの幅） / 67 × 9

 JAN標準 （ﾏｰｼﾞﾝを含まないｼﾝﾎﾞﾙの幅） / 95 × 9

 その他のﾊﾞｰｺｰﾄ  ゙ X'00 00'

 8ﾎﾟｲﾝﾄ相当 3 4 20

 9ﾎﾟｲﾝﾄ相当 3 4 22

 10ﾎﾟｲﾝﾄ相当 4 5 24

 11.5ﾎﾟｲﾝﾄ相当 4 5 28

 ﾎﾟｲﾝﾄ NBW NSW HT
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バーコード寸法（JAN標準）

バーコード寸法（JAN短縮）

バーコード寸法（CODE 39, IDF, ITF, NW-7, CODE 128）

起点

HT Long Short

 Element Element

LMG シンボル幅 RMG

12ドット

HRI： 高さ=24ドット、シンボルとHRIの間隔=0ドット

X X X X X X X X X X X X X

起点

LMG シンボル幅 RMG

12ドット

HRI： 高さ=24ドット、シンボルとHRIの間隔=0ドット

X X X X X  X X X X

起点

HT

シンボル幅

HRI： 高さ=24ドット、シンボルとHRIの間隔=0ドット

 X X X X X X X X X X X

HT Long Short

 Element Element
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バーコード寸法（カスタマバーコード）

1 Timing Bar （HT × 1/3）

2 Semi Long Bar （HT × 2/3）

3 Long Bar （HT）

4 LMG （常に固定で2mm ： MPT）

5 RMG （常に固定で2mm ： MPT）

バーコード・パラメーターについて～NBW, NSW, WBW, WSW, CGP

例）CODE 39

シンボル幅

3 HT

54

21

NBW 1/1440インチ

WBW 1/1440インチ

NSW 1/1440インチ

WSW 1/1440インチ

CGP 1/1440インチ　※CODE 39、NW-7のみ

バー・キャラクター幅

 X X
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 76. ESX 42 n1 n2 XOF YOF FG d1.....dn  バーコード印字

コード

X'1B 7E 42 n1 n2 XOF YOF FG d1......dn'

機能

この制御コードによりバーコード印字形式設定にて設定されたバーコードを印字しま

す。各パラメーターの詳細を以下に記します。

n1、n2（2バイト）： 以下に続くパラメーターの数を指定します。設定範囲は、

X'00 06' ≦ n1n2 ≦ 最大値です。

JAN短縮 n1 n2=X'00 0C'またはX'00 0D'

 （XOF：2,YOF：2,FG：1,DATA：7 or 8）

JAN標準 n1n2=X'00 11'またはX'00 12'

 （YOF：2,YOF：2,FG：1,DATA：12 or 13）

NW-7  X'00 08' ≦ n1n2 ≦ X'00 32'

CODE128 X'00 08' ≦ n1n2 ≦ X'00 32'

ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄ  ゙ X'00 0C' ≦ n1n2 ≦ X'00 19'

QR CODE X'00 0A' ≦ n1n2 ≦ X'08 00'

その他 X'00 06' ≦ n1n2 ≦ X'00 32'

   最大値、最小値を越える値が指定された場合は、コマンド全体

   が無視されます。

XOF（2バイト）： 現在の印字位置からバーコード左端の上端までのX方向オフセット 

 を1/1440インチ単位で指定します。

● 指定可能範囲は、X'B3 80'-X'4C 80'で、 正の方向と負の方向の指定が可能 

です。

● 実際は1/180インチ単位なので8の倍数で計算します。

● 範囲外の値が指定された場合、制御コード全体が無視されます

● 1/180インチで割りきれない値を指定されたときは端数を切り捨てます。

● 回転機能によって、本パラメーターの方向は回転されません。

● 印字範囲が左右印字可能領域（左右マージン）を越える場合は、コマンド全体

を無視します。

YOF（2バイト）： 現在の印字位置からバーコード左端の上端までのY方向オフ

 セットを1/1440インチ単位で指定します。

● 指定可能範囲は、X'00 00'-X'00 EF'（0～29ドット）です。

● 実際は1/180インチ単位なので8の倍数で計算します。

● 範囲外の値が指定された場合、制御コード全体が無視されます。

● 印字範囲の下端（ボトム・マージン）を越える場合は越える部分が捨てられます。

● 1/180インチで割りきれない値を指定されたときは端数を切り捨てます。

● 回転機能によって、本パラメーターの方向は回転されません。
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FG（1バイト）： バーコード印字時のオプションをビット単位で指定します。

 （カスタマバーコードでは無視されます。）

TOL

TOC YOF

 XOF

 改行幅

TOL

 改行幅

TOL

現在の印字位置

文字ピッチ

  7 6 5 4 3 2 1 0

Bit 3-0 ： 予約済み

Bit 4 ： CODE 39での"*"、NW-7での"A"印字指定

（CODE 39/NW-7以外は無効）

  0 Start/Stop Codeを印字しない

  1 Start/Stop Codeを印字する

Bit 6-5 ： HRI（Human Readable Information）印字指定

  0 0 = Default（下部）

  0 1 = 下部　

  1 0 = 予約済み

Bit 7 ： HRI（Human Readable Information）印字指定

  0 = 印字あり

  1 = 印字なし
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DATA（n1n2-5バイト）：バーコード・データを指定します。

● 最大値を越えて指定されている場合は全てのデータを無視します。

● 左右の印字領域を越えて印字するデータが受信された場合には、全てのデータ

は印字されずに読み捨てられます。

● データが固定長のバーコード（JAN短縮、JAN標準）の場合、固定長を越えたデー

タを受信するとすべてのデータを無視します。

● 文字セットで下記表以外の文字が指定されるとコマンド全体が無視されます。

ここに示す長さは、データで用意する文字列の長さです。

※1 スタート/ストップ・コードを自動追加しないときは、ここでデータとして追加してくだ

さい。

 規格 構成 最小長 最大長 文字セット

CODE 39※1 スタート・コード 1 45 数字（0-9） 

 データ文字   英文（A-Z）  

 ストップ・コード   記号（-.SP$/+%）

    スタート/ストップ・コード（*）

JAN短縮 データ文字 7 7（8） 数字（0-9）

JAN標準 データ文字 12 12（13） 数字（0-9）

IDF 2 of 5 データ文字 1 45 数字（0-9）

ITF 2 of 5 データ文字 1 45 数字（0-9）

NW-7※1 スタート・コード 3 45 数字（0-9）  

 データ文字   記号（-$：/.+）  

 ストップ・コード   スタート/ストップ・コード（A-D.a-d）

CODE 128 スタート・コード 3 45 スタートコード（>7,>6,>5）

 データ文字   データ Code-A（X’00’-X’5F’）

    データ Code-B（X’20’-X’7F’）

    データ Code-C（数字：00-99）

ｶｽﾀﾏ ステータス・コード 7 20 数字（0-9）  

ﾊﾞｰｺｰﾄ  ゙ データ文字   英文（A-Z）  

 ストップ・コード   記号（-）

QR CODE 誤り訂正レベル 5 2048 誤り訂正 英字（H,Q,M,L）

 マスク番号   マスク番号 数字（0-7,8）

 データ入力モード   データ入力モード 英字（A,M）

 区切り記号   区切り記号 記号（,）

 データ文字   データ（X’00’-’FF’,シフトJIS漢字）
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その他の制約

1. 罫線印刷同様、行の先頭で指定してください。行の途中で指定すると制御コード

全体を無視します。

2. この制御コードによって現在の印刷位置は移動されません。

3. この制御コードは印字開始条件ではありません。バーコードは縦送りの制御コー

ドを受信したとき及び印字開始条件コードを受けた時点で印字されます。

4. ボトム・マージンを越える分のバーコードは、印字されずに捨てられます。

5. バーコード印字中（バーコードの高さの間）は、逆方向の用紙送り制御コードは無

視されます。

6. INTERLEAVED 2 OF 5 でチェックディジット自動追加を選択した場合は、データ

数は必ず奇数にしてください。

7. NW-7とCODE39ではスタート/ストップ・コードを自動付加しない時に、データの

先頭と最後にスタート/ストップ・コードを含まない場合、正常に読み取れません。

8. バーコード及びQR CODEは文字のドット構成上読み取りの悪い場合があります

ので、事前に十分なテストを行い、問題が起きないことを確認してください。
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3. データ・ストリーム作成上の考慮点

印刷業務のためのプログラム作成の上で以下のことに考慮してください。

● レベルEプリンターについて

● 印刷業務でのプリンターの初期化

● プリンターの初期値

● 文字の配置

● 行ピッチと実際の改行幅の違い

● 書式設定

● フォント・スタイルの指定

● 文字装飾の組み合せ

● 右マージンを超えるデータの印字

● レベルE機能解除時の注意

以下に各項目の説明をします。説明の中で文字装飾とは、拡大、縮小、強調、重ね打ち、

二重打ち、下線設定印字をさします。

3.1 レベルEプリンター

「1.5577コマンド一覧」C-1ページに示すコマンドをすべて使用でき、また「6.文字セット」

C-70ページに示す日本語DOS文字セットを内蔵しているプリンターをレベルEプリンター

と呼びます。出荷時には、このプリンターはレベルEの状態になっていて、通常そのまま使

用可能です。また、このプリンターを接続したシステムで、すでに使用しているソフトウェ

アがレベルEプリンターに対応していない場合、 レベルE機能を解除して使用してくださ

い。

レベルE機能の解除の方法については、「第4章　2.初期値設定」4-4ページを参照してくだ

さい。レベルE機能を解除した場合、「1.5577コマンド一覧」C-1ページの表中で、*印のつ

いてる制御コードは使用できなくなります。詳しくは「3.4文字の配置」C-45ページおよび

「3.5行ピッチと実際の改行幅の違い」C-48ページを参照してください。

プリンターを接続しているシステムで、IBMオペレーティング・システム/2™を使用する

場合は、レベルEのまま使用してください。
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 コマンド 意味

X'1B 7E 01 00 00' プリンターの初期化

X'1B 7E 02 00 01 n' 文字ピッチの設定

X'1B 7E 03 00 01 n' 行ピッチの設定

 ・

 ・ 印刷業務

 ・

X'1B 7E 01 00 00' プリンターの初期化

 パラメーター 初期値

ページ長 初期値設定モードで設定

文字ピッチ（cpi） 全角（5 cpi）　　半角（10 cpi）

改行幅（lpi） 初期値設定モードで設定

左マージン 1桁目

右マージン 5573-W02 ： 初期値設定モードで8インチ、13.2インチまたは13.6イ 

   ンチを指定 

 5573-V02 ： 8インチ

水平タブ 9桁目から8桁ごと

垂直タブ 毎行

フォント・スタイル 初期値設定モードで設定

ミシン目スキップ 初期値設定モードで設定

イメージ転送モード 3バイト転送モード

印字速度 初期値設定モードで設定

片方向印字有効/無効 初期値設定モードで設定

その他設定/解除の組み 解除の状態 

合わせで使用するモード

3.2 印刷業務でのプリンターの初期化

印刷業務において、文字ピッチ、行ピッチ、文字装飾のモードを初期化する作業を行うこと

をお勧めします。具体的には次のような手順で印刷業務の前後にプリンターの初期化を行

います。

3.3 プリンターの初期値

プリンターの電源投入時、印字テスト終了時およびプリンターが初期化設定コマンド（X'1B 

7E 01 00 00'）を受け取った後の初期値は下表のとおりです。
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3.4 文字の配置

文字の位置は文字ピッチと行ピッチの設定により決定される領域内の中央に配置されます

（下図参照）。

3.4.1 行ピッチ設定時の考慮点

上記機能のため、行ピッチを設定するESC % 9 n1 n2（行送り量設定）、ESX 03 00 01 n（改

行ピッチの設定）コードを使用する場合は、以下のことを考慮してください。

レベルEプリンターとして使用する場合、行の最初の文字コードまたはイメージ・データを

受信した時点で、設定されている行ピッチを基にして、行の上端と下端を決定します。次に、

その範囲の中央に文字が配置されるように、縦方向の印字位置を移動します。（下図参照）

縦方向の印字位置の移動後は、同一行中で行ピッチの変更はできません。行の途中で設定

された行ピッチは、次の行から有効になります。

ただし、以下のコマンドは、現在行の行ピッチにかかわりなく、直前に設定された行ピッチ

を使用します。

● ESX 04 n1 n2 c1 c2（c3）

 （c1=1の場合）

● ESX 19 n1 n2 vt1 vt2 ... vtn

● ESX 1B 00 01 n

● ESX 1D 00 02 n m

縦
方
向
の
中
央
揃
え 

（
レ
ベ
ル
E
の
場
合
）

横方向の中央揃え

半 

角 

文 

字

全 

角 

文 

字

設定した 

行ピッチ

←　移動前の印字位置（行の上端） 

←　移動後の印字位置

←　行の下端

印字データ
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文字の拡大、縮小が行われた場合の位置は、縦方向については縦横1倍の文字の位置を基準

として上揃えになります。行ピッチは、縦2倍または縦横1/2倍を指定しても変わりません。し

たがって縦2倍指定の行については、改行を2回行うか、行ピッチを十分大きくしてください。

また横方向については次の図のようになります。

行1
縦横 
1/2倍

行2

縦横1倍

縦横2倍

上揃え基準線

行1

縦横 

1/2倍

行2

縦横1倍

縦横2倍

行3

行4
縦横1倍

縦横1倍

縦横 

1/2倍

横2倍

縦2倍
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下つき、上つきモードでは、横方向には半角の文字と同じ幅で、縦方向にはそれぞれ上揃

え、下揃えとなります。（下図参照）

上付き 

 文字

上付き文字基準線

下付き文字基準線

半
角　

文
字

下付き 

 文字
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3.5 行ピッチと実際の改行幅の違い

行ピッチを変更する場合、レベルEプリンターにおいては行ピッチと実際の改行幅との違

いに注意してください。レベルEプリンターにおいての改行幅は、現在および次の行の行

ピッチから決まります。したがって、現在行の行ピッチと改行幅は必ずしも一致しません。

例） 以下のデータを受信したとします。

ESC % 9 00 14 （行ピッチを20/120インチに設定）

印字データ 1  復帰  改行

ESC % 9 00 28 （行ピッチを40/120インチに設定）

印字データ 2  復帰  改行

印字結果は、下図のようになります。

印字データ 1

印字データ 2

レベルE以外の場合

行ピッチ 

20/120 

インチ

行ピッチ 

40/120 

インチ

改行幅 

20/120 

インチ改行幅 

30/120 

インチ

行ピッチ 

20/120 

インチ

行ピッチ 

40/120 

インチ

レベルEの場合

印字データ 1

印字データ 2
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3.6 書式設定

以下のコマンドによる設定値は、そのコマンドを送ったときの行ピッチまたは文字ピッチ

で設定されるので、行ピッチや文字ピッチを変更する場合は注意してください。

● 印刷領域の設定

 （行単位でのページ長さの設定、ミシン目スキップの設定、左右マージンの設定）

● 垂直/水平タブの設定（垂直タブの設定および水平タブの設定）

● 垂直/水平方向位置移動

3.6.1 印刷領域の設定

ページ長さの設定（ESX 04 ...がc1=X'01'の場合）およびミシン目スキップの設定（ESX 1B）

は、設定したときの行ピッチの設定にしたがって絶対値で設定されます。設定後に行ピッ

チを変更しても、ページ長やミシン目スキップの量は変更されません。また、ミシン目ス

キップが設定されている場合、ミシン目スキップ領域にかかる縦2倍や縦横2倍の文字の印

刷または下線設定を行うと、2ページにまたがって印刷される場合があります。

ページ長の設定およびミシン目スキップの設定は改ページ（X'0C'など）をした直後に設定

してください。

左右マージンの設定（ESX 1A ...）は、設定したときの半角文字ピッチ（横幅縮小文字設定

時は18 cpi）に従って絶対値で設定されます。設定後は文字ピッチの変更が行われても、左

右マージンの位置は変化しません。

3.6.2 垂直/水平タブの設定

垂直タブの設定（ESX 19 ...）は設定したときの行ピッチの設定に従って絶対値で設定され

ます。設定後に行ピッチを変更しても垂直タブ位置は変更されません。

水平タブの設定（ESX 18 ...）は設定したときの半角文字ピッチ（横幅縮小文字設定時は18 

cpi）に従って絶対値で設定されます。設定後は文字ピッチの変更が行われても水平タブの

位置は変化しません。

3.6.3 垂直/水平方向位置移動

垂直方向位置移動（ESX 1D ...）、水平方向位置移動（ESX 1C ...）は、そのときの行ピッチま

たは半角文字ピッチ（横幅縮小文字設定時は18 cpi）を単位として移動します。

3.6.4 ミシン目スキップについての注意

単票用紙モードまたは連続用紙モードでミシン目スキップが指定されている場合に、 縦2

倍や縦横2倍の文字が指定されていたり、罫線設定や下線設定が行われている場合の最終

行は、縦2倍文字の上部を下部がページにまたがったり、罫線や下線が次のページに分かれ

て印字される場合があります。（最終行がミシン目スキップにかかった場合）
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3.7 フォント・スタイルの指定

フォント・スタイル変更のコマンドにより、半角文字のフォント・スタイルが変更できます

が、次のことに注意してください。

● フォント・スタイルは文字ピッチと合ったものを使用してください。

 文字ピッチと合わないものを使用した場合、文字の左右が現在の文字ピッチに合わせて

削られることがあります。

例） 15 cpiの文字ピッチを設定し、クーリエ（10 cpi）のフォント・スタイルを選択した

場合は以下のようになります。

半角文字でピッチが13.4 cpi、15 cpiのときは明朝12 cpiのフォント・スタイルを選択して

ください。

● 縦書きが設定されているときは、フォント・スタイルには関係なく縦書き用文字が印刷

されます。

● 横幅縮小文字、上つき/下つき文字の設定およびフォント・スタイルの指定をしたときの

優先処理順位は以下のとおりです。

1. 横幅縮小文字設定

2. 上つき/下つき文字設定

3. 縦書きモード設定

4. フォント・スタイル指定

たとえは横幅縮小文字設定中に、フォント・スタイルの変更が行われた場合、横幅縮小文

字設定が解除された後、変更されたフォント・スタイルとなります。

3.8 文字装飾の組み合わせ

文字装飾の組み合わせ（拡大/縮小、強調、二重打ち、重ね打ち）は自由です。
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3.9 右マージンを超えるデータの印字

右マージンは、電源投入時、5573-W02において8インチ、13.2インチまたは13.6インチ（初

期値設定モードにて選択可能）が設定されています。5573-V02においては8インチが設定

されています。また、左右マージン設定（ESX 1A ...）によっても設定することができます。

右マージンを超える印字については、イメージ転送と文字転送において、以下のような違

いがありますので注意してください。

イメージ転送（ESX % 1、ESX % 2、ESX % 3などを使用）では、右マージンを超えるデー

タを捨てるか次の行に印字するかは初期値設定（イメージ折り返し）で選択しますが、コー

ド転送では、右マージンを超える文字は自動改行され次の行に印字されます。ただし、1つ

の印字イメージ・データが右マージンを越える場合は、そのデータ全体が捨てられます。

3.10 レベルE機能解除時の注意

レベルEの機能を解除した場合、 プリンターを接続しているシステムで使用するソフト

ウェアの初期設定を以下のようにしてください。

レベルEの解除は「第4章　2.初期値設定」4-4ページを参照してください。

● 日本語DOS（バージョンK2.7以上）

 CONFIG.SYSファイル中で、プリンターの設置駆動ルーチンを以下のようにしてくださ

い。

 DEVICE=$PRN24.SYS/CGまたは

 DEVICE=$PRN24E.SYS/NC

● 日本語3270パーソナル・コンピューター（バージョン6.0以上）  

日本語3270パーソナル・コンピューター/グラフィックス（バージョン5.0以上）システ

ム生成で、“フォント内蔵プリンターの使用”に対して“2.はい（フォント24）”を設定し

てください。

● 日本語5250パーソナル・コンピューター（バージョン4.0以上）  

システム生成で、5250エミュレーション印刷装置の使用に対して“1.フォント内蔵印刷

装置を端末として使用する”を選択してください。
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3.11 90年改訂内容

90年改訂内容は以下の通りです。

 文字コード 適用無し 適用有り 

 8C9D

 8DD1

 8F8C

 91E1

 91ED

 9246

 93B2

 9541

 9551

 9651

 9773

 E0A0

 928F

 969A

 EAA3   文字追加

 EAA4   文字追加（旧のみ）

 E086   （新のみ）

 EAA4   （新のみ）

日本語文字セット（新）のときに、「90年改訂適用有り」を指定した場合は、1990年のJIS 

X0208改訂に対応し上記リストより1文字の追加および16文字の字形変形を行ったもので

す。

日本語文字セット（旧）のときに、「90年改訂適用有り」を指定した場合は、1990年のJIS 

X0208改訂に対応し上記リストより2文字の追加および14文字の字形変形を行ったもので

す。
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4. ESC/Pコマンド

本プリンターには、EPSON ESC/Pコマンドをエミュレートする機能があります。

詳細は、ESC/Pリファレンス・マニュアル（EPSON）を参照してください。

4.1 ESC/Pコマンド一覧

4.1.1 文字/スタイル選択

ESC R  国際文字選択

ESC k  書体選択

ESC t  文字コード表選択

ESC x  文字品位選択

ESC %  ダウンロード文字セット指定/解除

ESC q  文字スタイル選択

ESC 6  上位側コントロール・コード解除

ESC 7  上位側コントロール・コード指定

4.1.2 水平方向移動

BS   後退

HT   水平タブ実行

ESC D  水平タブ位置設定

ESC $  絶対位置指定

CR   印字復帰

ESC l  左マージン設定

ESC Q  右マージン設定

ESC \  相対位置指定

4.1.3 改行

ESC 0  1/8インチ改行量指定

ESC 2  1/6インチ改行量指定

ESC 3  n/180インチ改行量指定

ESC +  n/360インチ改行量指定

ESC A  n/60インチ改行量指定
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4.1.4 用紙書式

ESC C 0 インチ単位ページ量設定

ESC C  行単位ページ量設定

ESC N  ミシン目スキップ設定

ESC O  ミシン目スキップ解除

4.1.5 プリンター制御

BEL   ブザー

DC1   デバイス・コントロール1

DC3   デバイス・コントロール3

CAN   データ抹消

ESC U  単方向印字指定/解除

ESC @  初期化

ESC EM  カット・シート・フィーダー制御
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4.1.6 テキスト印字

ESC w  縦倍拡大指定/解除

ESC -  アンダーライン指定/解除

ESC E  強調指定

ESC F  強調解除

ESC G  二重印字指定

ESC H  二重印字解除

ESC S  スーパー/サブスクリプト指定

ESC T  スーパー/サブスクリプト解除

DEL   1文字削除

ESC M  12CPI指定

ESC g  15CPI指定

ESC P  10CPI指定

ESC W  倍幅拡大指定/解除

SI   縮小指定

SO   自動解除付き倍幅拡大指定

ESC SO  自動解除付き倍幅拡大指定

ESC SI  縮小指定

ESC SP  文字間スペース量設定

ESC !  一括指定

DC2   縮小解除

DC4   自動解除付き倍幅拡大解除

ESC 4  イタリック指定

ESC 5  イタリック解除

ESC p  プロポーショナル指定/解除
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4.1.7 垂直方向移動

LF   改行

VT   垂直タブ実行

FF   改ページ

ESC J  n/180インチ順方向紙送り

ESC B  垂直タブ位置指定

ESC b  VFUタブ位置設定

ESC /  VFUチャネル指定

4.1.8 その他

ESC &  ダウンロード文字定義

ESC ：  文字セットコピー

ESC <  リターンホーム

4.1.9 グラフィック・コマンド

ESC K  8ビット単密度ビットイメージ

ESC L  8ビット倍密度ビットイメージ

ESC Y  8ビット倍速・倍密度ビットイメージ

ESC Z  8ビット4倍密度ビットイメージ

ESC ＊  ビットイメージ選択

ESC ?  ビットイメージモード変換
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4.1.10 漢字コマンド

FS SO  自動解除付き倍幅拡大指定

FS SI  半角文字指定

FS DC2  半角文字解除

FS DC4  自動解除付き倍幅拡大解除

FS !  漢字一括指定

FS &  漢字モード指定

FS -  漢字アンダーライン指定/解除

FS .  漢字モード解除

FS 2  外字定義

FS D  半角縦書き2文字指定

FS J  漢字縦書き指定

FS K  漢字横書き指定

FS S  全角文字スペース量指定

FS T  半角文字スペース量指定

FS U  半角文字スペース量補正

FS V  半角文字スペース量補正解除

FS W  4倍角指定/解除

FS k  漢字書体選択

FS r  1/4角文字指定

FS x  漢字高速印字指定/解除

4.1.11 拡張コマンド

ESC EM  用紙切り替え

ESC j  n/180インチ逆改行

ESC [ s バーコード登録

ESC [ d バーコード・データ登録

ESC [ p バーコード印字要求

ESC [ t QR CODE印刷

※ 本機固有のコマンドです。

 詳細については「付録C 4.3拡張コマンドの詳細」C-58ページを参照してください。
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4.2 ESC/P制限事項

－　位置揃え選択（ESC a）機能は使用できません。

－　書体選択（ESC k）機能は使用できません。

4.3 拡張コマンドの詳細

ESC [ s n1 n2

名　称 バーコード登録

コード X'1B 5B 73 n1 n2 k m s1 s2 s3 s4 v1 v2 c'

 または

 27D 91D 115D <n1> <n2> <k> <m> <s1> <s2> <s3> <s4> <v1> <v2> <c>

ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾌｫｰﾏｯﾄ CHR$（&H1B）;"[";"s";CHR$（<n1>）;CHR$（<n2>）;CHR$（<k>）;CHR$

（<m>）;CHR$（<s1>）;CHR$（<s2>）;CHR$（<s3>）;CHR$（<s4>）;CHR$

（<v1>）;CHR$（<v2>）;CHR$（<c>）;

 または  

CHR$（27）;CHR$（91）;CHR$（115）;CHR$（<n1>）;CHR$（<n2>）;CHR$

（<k>）;CHR$（<m>）;CHR$（<s1>）;CHR$（<s2>）;CHR$（<s3>）;CHR$

（<s4>）;CHR$（<v1>）;CHR$（<v2>）;CHR$（<c>）;

機　能 ● 本コマンドはバーコード規格等を登録するコマンドです。

 ● 本コマンドだけでは、印刷バッファーには登録されません。

 ● <n1>,<n2>は、以降のパラメーターの数を指定します。  

パラメーター数は{（<n2>×256）+<n1>}により得られます。  

また、n1=0, n2=0の場合は、登録データ全てが初期化されます。

 ● <k>は、バーコード規格を表します。規格と<k>との対応は以下の通

りです。下記以外の<k>の値に関しては、<k>=0と同様に扱います。

 <k> 規格

 X'00' 変更なし

 X'01' CODE 39

 X'08' JAN短縮

 X'09' JAN標準（デフォルト）

 X'0A' INDUSTRIAL 2 OF 5

 X'0C' INTERLEAVED 2 OF 5

 X'0D' NW-7  

 X'11' CODE 128

 X'1B' カスタマバーコード



C-59

付
録
C

 ● <m>は基本モジュールの幅を表します。<m>と幅との対応は以下の

通りです。

  JAN標準/短縮は、X'00'～X'04'まで設定可能で、それ以外はX'00'～

X'08'までが設定可能です。この範囲を超えた場合は、すべて<m>=0

として処理されます。

 ● <s1>は、バーコードのナロー・スペースの補正ドットを表します。

  基準となる単位は1/180インチで補正範囲は、+2/180インチから

-2/180インチとなります。

 ● <s2>は、バーコードのナロー・バーの補正ドットを表します。基準

となる単位は、1/180インチであり補正範囲は、+2/180インチから

-2/180インチとなります。

 ● <s3>は、バーコードのワイド・スペースの補正ドットを表します。

  基準となる単位は1/180インチで補正範囲は、+7/180インチから

-4/180インチとなります。（但し、JANでは無効です。）

 ● <s4>は、バーコードのワイド・バーの補正ドットを表します。

  基準となる単位は1/180インチで補正範囲は、+7/180インチから

-4/180インチとなります。（但し、JANでは無効です。）

 ● <v1><v2>は、バーの高さを指定します。高さは、{（v2×256）+v1}/180

インチで表されます。但し、バー下文字がなく高さが、24/180インチ

以下に指定された場合には自動的に24/180インチの高さに設定され

ます。

 ● カスタマバーコードでは、 その範囲は5/180インチから48/180イン

チとなります。なお、カスタマバーコードでは、高さが4/180インチ以

下49/180インチ以上のときは、<m>パラメーターのもつ高さの値が

セットされます。

 ● <c>はコントロール・フラグで各ビットは、次ページの通りです。

 <m> モジュール幅

 X'00' 変更なし

 X'01' 1ドット幅（デフォルト）

 X'02' 2ドット幅

 X'03' 3ドット幅

 

 X'08' 8ドット幅
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（カスタマバーコードではこのフラグを無視します。）

 -注1-

  JAN標準/短縮では、チェック・ディジットを自動付加しないとき

は、バーコード・データ登録コマンドにおいてデータ長をJAN標

準で13桁、短縮で8桁にしないとコマンド・エラーとなります。

  反対に自動付加の場合は、JAN標準で12か13桁、短縮で7桁か8

桁のどちらでも良いですが最後の桁は、チェック・ディジットに

置き換わるので13桁、8桁目はデータとして意味がありません。

 -注2-

 1） NW-7とCODE39では、ここでスタート/ストップ・コードを自動

付加しないときに、 データの先頭と最後にスタート/ストップ・

コードが含まれていないと正常に読み取れません。

 2） CODE39でチェック・ディジット自動付加のとき、ここでスタート/

ストップ・コードを自動付加しないと、たとえデータの中にスター

ト/ストップ・コードが含まれていたとしても、チェック・ディジッ

トは印刷されません。

 3） ここでスタート/ストップ・コードを自動付加しているときに、バー

コード・データ登録コマンドでデータの中にスタート/ストップ・

コードが含まれているときは、スタート/ストップ・コードが二重

になってしまうので注意が必要です。

 4） INTERLEAVED 2 OF 5でチェックディジット自動追加を選択し

た場合は、データ数は必ず奇数にして下さい。

 ・ 水平方向の調整値等が右マージンを越える場合は、登録自体が無効

となり登録されません。

 7 6 5 4 3 2 1 0

チェック・ディジット（NW-7はのぞく） （注1）
0： 付加しない（デフォルト） ユーザー側で計算/印刷

する。
1： 印刷装置側で計算しその値を自動付加し印刷する。

バー下（HIR）文字印字指定
0： 印字しない
1： 印字する（デフォルト）

スタート/ストップ・コード（NW-7,CODE 39のみ）（注2）
0： 付加しない（デフォルト） 

ユーザー側で印刷する。
1： 自動付加印字。

予約済み

印刷方向
0： 横方向
1： 縦方向

反転指定
0： 正方向
1： 逆方向
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ESC [ d n1 n2

名　称 バーコード・データ登録

コード X'1B 5B 64 n1 n2 d1 d2 ････････ dn'  

または 27D 91D 100D <n1> <n2> <d1> <d2> ････････ <dn>

ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾌｫｰﾏｯﾄ CHR$（&H1B）;"[";"d";CHR$（<n1>）;CHR$（<n2>）;CHR$（<d1>）;CHR$

（<d2>）;･･･;CHR$（<dn>）;

 または、  

CHR$（27）;CHR$（91）;CHR$（100）;CHR$（<n1>）;CHR$（<n2>）;CHR$

（<d1>）;CHR$（<d2>）;･･･;CHR$（<dn>）;

機　能 ● 本コマンドはバーコード・データを登録するコマンドです。

 ● バーコード登録コマンドで指定されているバーコード規格のデータ

部を登録するコマンドです。

 ● <n1>,<n2>は、以降のパラメーターの数を指定します。パラメーター

数は{（<n2>×256）+<n1>}により得られます。また、n1=0、n2=0の場

合は、登録データ全てが初期化されます。

 ● <d1>･･･<dn>は、バーコード・データを表します。

 ● NW-7及びCODE 39のスタート/ストップ・コードに関して以下の制

約があります。以下に記するコード以外が指定された場合は、バー

コードは登録されません。また、スタート/ストップ・コード自動付加

にしていないときはバーコードはエラーとなります。

  NW-7の場合、印刷装置自動付加の場合は、"a"に固定。

 START/STOP CODE HEX

 "a" X'61'

 "b" X'62'

 "c" X'63'

 "d" X'64'

 START/STOP CODE HEX

 "*" X'2A'

<NW-7>

<CODE 39>
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  NW-7の場合で、スタート/ストップ・コード自動付加の時、X'41'～

X'44'をスタート/ストップ・ コードとして送信した場合は、X'61'～

X'64'に変換されます。

  スタート/ストップ・コード自動付加にしたとき、ここでスタート/ス

トップ・ コードを追加した場合はコードが二重になってしまうので

注意が必要です。

 ※1 カッコの数字は、コントロール・フラグでスタート/ストップ・コー
ドなしにしたとき、ユーザーが追加するスタート/ストップ・コー
ドを含む長さ。

 ※2 ＋1の数値は、コントロール・フラグでチェック・ディジットなし
になったときに、ユーザーが追加するチェック・ディジットを含
む長さ。コントロール・フラグでチェック・ディジット追加にし
たときには、データは12でも13桁でもよいが13桁目は必ずチェッ
ク・ディジットとして計算した値が付加されます。

 ※3 NW-7のスタート/ストップ・コードは、自動付加でないとき大文
字のAからDでは小文字のaからdに変換されます。

 ※4 コントロール・フラグでスタート/ストップ・コード自動付加する
を選択したときは、ここではデータ文字のみになります。

 規格 構成 最小長 最大長 文字セット

 CODE39 ｽﾀｰﾄ･ｺｰﾄﾞ※4 1（3）※1 255 数字（0-9）  

  ﾃﾞｰﾀ文字   英字（A-Z）  

  ｽﾀｰﾄ･ｺｰﾄ  ゙   記号（- . SP $ / + %）

     ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌ（゚*）

 JAN短縮 ﾃﾞｰﾀ文字 7+1※2 7+1※2 数字（0-9）  

     ﾁｪｯｸ･ｷｬﾗｸﾀ （ー0-9）

 JAN標準 ﾃﾞｰﾀ文字 12+1※2 12+1※2 数字（0-9）  

     ﾁｪｯｸ･ｷｬﾗｸﾀ （ー0-9）

 INDUSTRIAL ﾃﾞｰﾀ文字 1 255 数字（0-9）  

 2 of 5

 INTERLEAVED ﾃﾞｰﾀ文字 1 255 数字（0-9）  

 2 of 5

 NW-7 ｽﾀｰﾄ･ｺｰﾄﾞ※4 3（5）※1 255 数字（0-9）  

  ﾃﾞｰﾀ文字   記号（- $：/ . +）

  ｽﾀｰﾄ･ｺｰﾄ  ゙   ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌ（゚a-d）

     （A-Dはなし）※3

CODE 128 スタート・コード 3 255 スタート・コード（>7,>6,>5）

  データ文字   データ Code-A（X'00'-X'5F'）

     データ Code-B（X'20'-X'7F'）

     データ Code-C（数字：00-99）

 カスタマ データ文字 1 255 数字（0-9）

 バーコード    英字（A-Z）

     記号（-）
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ESC [ p

名　称 バーコード印字要求

コード X'1B 5B 70' または 27D 91D 112D

ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾌｫｰﾏｯﾄ CHR$（&H1B）;"[";"p";  

または  

CHR$（27）;CHR$（91）;CHR$（112）;

機　能 ● 本コマンドは、バーコードを印字バッファーに展開する事を要求す

るコマンドです。

 ● このコマンドにより現在の印字位置からバーコードを展開します。

 ● 印字は、垂直方向移動コマンドにより印字されます。

 ● 展開されるバーコードがページ境界に掛かる場合は、バーコードは

正しく印字されません。

 ● 境界を超えたモジュールは、印字されずに消去されます。
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モデル番号

0：モデル1

1：モデル2

予約済み

回転

00：  0度回転

01： 90度回転

10：180度回転

11：270度回転

ESC [ t n1 n2

名　称 QR CODE印刷

コード X'1B 5B 74 n1 n2 k c e p d data'

 または 27D 91D 116D <n1> <n2> <k> <c> <e> <p> <d> <data>

ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾌｫｰﾏｯﾄ CHR$（&H1B）;"[";"t";CHR$（<n1>）;CHR$（<n2>）;CHR$（<k>）;CHR$

（<c>）;CHR$（<e>）;CHR$（<p>）;CHR$（<d>）;CHR$（<data>）  

または  

CHR$（27）;CHR$（91）;CHR$（116）;CHR$（<n1>）;CHR$（<n2>）;CHR$

（<k>）;CHR$（<c>）;CHR$（<e>）;CHR$（<p>）;CHR$（<d>）;CHR$（<data>）

機　能 ● 本コマンドは、QR CODEを印刷するコマンドです。

 ● n1,n2は、以降のパラメーターの数を設定します。

  パラメーターの数は、（n2×256+n1）により得られます。

 ● k=X'05'を設定します。

 ● mは基本モジュールの大きさを設定します。

  単位は1/360 inchで、指定範囲はX'00'≦m≦X'B4'（最大0.5inch）です。

  m=X'00'が設定された時は6/360 inchとなります。

  プリンターの解像度により2/360インチ単位で設定してください。

 ● cはコントロールフラグで各ビットは以下のとおりです。

 7 6 5 4 3 2 1 0
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 ● eは誤り訂正コードです。以下の中から選択してください。

  誤り訂正レベルが大きい程、読み取り率が高くなります。

 

 ● pはマスク番号を設定します。通常は省略してください。

 ● dは入力モードを設定します。通常は‘A’を設定してください。

 ● ‘,’は区切り記号です。

 ● dataは、QR CODEのデータを表します。

  漢字コードは、シフトJISで指定してください。

 設定値 マスク番号

0～7 各マスクパターンを任意選定

8 マスク無し

上記以外又は省略時 自動選定

 設定値 入力モード

A（X'41'） 自動設定

M（X'4D'） マニュアル設定

上記以外 自動設定

 設定値 誤り訂正レベル

H（X'48'） 30%

Q（X'51'） 25%

M（X'4D'） 15%

L（X'4C'） 7%

上記以外 15%
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ESC EM n

名　称 用紙切り替えコマンド

コード X'1B 19 n' または 27D 25D <n>

ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾌｫｰﾏｯﾄ CHR$（&H1B）;CHR$（&H19）;CHR$（<n>）  

または、  

CHR$（27）;CHR$（25）;CHR$（<n>）

機　能 ● 以下の用紙モードを選択します。

  n=“R”→ 単票排出

  （拡張パラメータ）

  n=“F” → トラクター1

  n=“B” → トラクター2

 1回のコマンドによる用紙戻し量は19インチです。それ以上

用紙が出力されているときは、用紙を切り取ってから用紙切

り替えコマンドを送ってください。

ESC j n

名　称 n/180インチ逆改行

コード X'1B 6A n' または 27D 106D <n>

ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾌｫｰﾏｯﾄ CHR$（&H1B）;"j";CHR$（<n>）  

または、  

CHR$（27）;CHR$（106）;CHR$（<n>）

機　能 ● n/180インチ逆改行します。nの選択範囲は0≦n≦X'FF'です。

 ● 次行の印字位置は現在の印字位置となります。

 ● 単票の場合、TOF位置を超える逆改行要求は、コマンドは無効にな

ります。

 ● 本コマンドにより、自動改行付き拡大モードは解除されません。
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5. PPDSコマンド

5573-W02には、Proprinter TM XL24およびXL24Eをエミュレートする機能があります。

また、5573-V02には、Proprinter TM X24およびX24Eをエミュレートする機能があり

ます。この機能をSBCS（Single Byte Character Set）モードと呼びます。また、このとき使

用できるコマンドをPPDSコマンドと呼びます。詳細は、Proprinter Guide to Operation

（SC31-3793）を参照してください。

5.1 PPDSコマンド一覧

5.1.1 文字/スタイル選択

ESC [ I Set Font Global

ESC 6  Select Character Set 2

ESC 7  Select Character Set 1

ESC \  Print from All Character Chart

ESC ^  Print One Character from All Character Chart

ESC [ T Select Code Page

ESC [ d Set Print Quality

ESC =  Download Character

5.1.2 水平方向移動

BS   Back Space

HT   Horizontal Tab

ESC D  Set Horizontal Tab Stops

ESC R  Set Default Tab Stops

ESC X  Set Horizontal Margins

CR   Carriage Return

ESC d  Relative Move Inline Forward

5.1.3 改行

ESC 0  Set 1/8 Inch Line Spacing

ESC 1  Set 7/72 Inch Line Spacing

ESC 2  Active Text Line Spacing

ESC 3  Set Graphics Line Spacing in n/216 Inch

ESC [ \ Set Vertical Unit

ESC A  Set Text Line Spacing
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5.1.4 用紙書式

ESC 4  Set Top of Form

ESC C 0 Set Page Length to m inches

ESC C  Set Page Length to n Lines

ESC N  Set Skip Perforation

ESC O  Cancel Skip Perforation

5.1.5 プリンター制御

BEL   Beeper

DC1   Select Printer

DC3   Null

CAN   Cancel Data

ESC U  Set Print Direction

ESC [ K Set Initial Condition

ESC Q  Deselect Printer

5.1.6 テキスト印字

ESC [ - Score Select

ESC P  Begin or End Propotional Spacing

ESC [ @ Set Presentation Highlight

ESC -  Begin or End Continuous Underline

ESC E  Begin Emphasized Printing

ESC F  End Emphasized Printing

ESC G  Begin Double Strike Printing

ESC H  End Double Strike Printing

ESC S  Begin Superscript or Subscript

ESC T  End Superscript or Subscript

ESC _  Begin or End Continuous Overscore
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5.1.7 垂直方向移動

LF   Line Feed

VT   Vertical Tab

ESC B  Set Vertical Tab Stops

FF   Form Feed

ESC 5  Set Auto LF on CR

ESC J  Relative Move Base Line

5.1.8 その他

ESC W  Begin or End Continuous Double-Wide Printing

SI   Start 17 CPI Printing

SO   Begin Double-Wide Printing by line

DC2   Select 10 CPI

DC4   End Double-Wide Printing by Line

ESC :  Select 12 CPI 

ESC I  Select Print Mode

5.1.9 グラフィック・コマンド

ESC [ g High Resolution Graphics

ESC K  Normal Density Bit Image

ESC L  Dual Density Bit Image

ESC Y  Dual Density Bit Image Graphics

ESC Z  High Density Bit Image Graphics

5.2 PPDS制限事項

－ ダウンロード・フォント機能（ESC =）は使用できません。

－ ESC Q機能は使用しないでください。
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6. 文字セット

本プリンターでは、日本語DOS文字セット（半角文字、全角文字）、SBCS（PPDS）文字

セットおよびESC/P文字セットが用意されています。

6.1 制御コード表

表に記載されていない制御コードは未定義コードとして扱われます。
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6.2 日本語DOS文字セット（半角文字）

6.2.1 コード・ページ932

 制御コードを文字コードとして使用する場合は、 全文字指定が必要です。 全文

字印字指定のみ印刷可能な文字は、X'07'、X'09'、X'0B'、X'0E'、X'0F'、X'12'、

X'14'、X'1A'、X'1B'、X'1C'です。

また、半角文字セットとしては、以下のスタイルを持っています。

ただし、エリート、クーリエのカタカナについては、それぞれ明朝の12 cpi用と10 cpi用と同

じものを用いています。

 スタイル デザイン・サイズ（横×縦）

1. 明朝（12 cpi用） 12×24

2. 明朝（10 cpi用） 18×24

3. エリート（12 cpi用） 15×24

4. クーリエ（10 cpi用） 18×24

5. 上つき/下つき文字 12×12

6. 横幅縮小文字  10×24

7. DPゴシック  18×24
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6.2.2 コード・ページ942

 制御コードを文字コードとして使用する場合は全文字指定が必要です。全文字印

字指定のみ印刷可能な文字は、X'07'、X'09'、X'0B'、X'0E'、X'0F'、X'12'、X'14'、

X'1A'、X'1B'、X'1C'です。
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6.2.3 漢字コード表（全角文字）

 X'81 40'はスペースです。
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6.2.4 日本語文字セット(新)と(旧)の違い
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6.2.5 日本語文字セット(新)で追加された全角文字(コード表)
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6.3 SBCS(PPDS)文字セット

6.3.1 コード・ページ437
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6.3.2 コード・ページ850
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6.3.3 コード・ページ858
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6.4 ESC/P文字セット

● 漢字コード表は、ESC/Pリファレンス・マニュアル（EPSON）を参照してください。

6.4.1 カタカナ・コード表
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6.4.2 拡張グラフィックス・コード表
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空白ページ
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用語・記号
AGM Alternate Graphic Mode

ANK Alphabet-Numeric-Katakana

ASF Automatic Sheet Feeder

Char Character

cpi Characters-per-inch

cps Characters-per-second

CR Carriage Return

DBCS Double Byte Character Set

Def Default

in. Inch

Img Image

LF Line Feed

lpi Lines-per-inch

LQ Letter  Quality

PS Proportional Spacing

SBCS Single Byte Character Set

Tr Tractor

[A 印字開始位置
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ア

アクセス・カバー ...............................................1-5

アプリケーション・ソフトウェア ................... 1-17

イ

異常音 .................................................................5-6

インク・リボン・カートリッジ ............. iv, 6-1, A-2

インク・リボン・カートリッジのセット ...........1-7

インク・リボン・カートリッジの交換 ..............6-1

印刷スイッチ ......................................................2-1

印字開始位置（先頭行=TOF）の調整 ............ 3-15

印字開始条件 .................................................... C-6

印字可能領域 ........................................................... 

7-3, 7-9, 7-11, 7-13, 7-18, 7-25, 7-27

印字スタイル .........................................................x

印字速度 .........................................x, 4-2, 4-4, A-2

印字テスト機能 ................................................. B-2

インジハバ .........................................................4-4

印字不良 .............................................................5-5

インターフェース ........................................ xi, A-2

インターフェース・コネクター ........................1-5

ウ

上トラクター ............................................... iv, 6-18

上トラクターの異常 ..........................................5-8

上トラクターの取り付け .................................6-19

上トラクターの取り外し .................................6-22

エ

エミュレーション ................................ xi, 4-4, A-2

エラー表示 ........................................................ B-2

オ

オプション .................................................... iv, 6-2

オプション・コネクター ....................................1-5

オートCR ............................................................4-7

オートLF .............................................................4-7

索　引

記号

5577 ...................................... xi, 1-17, 4-4, 4-6, C-1

5577コマンド一覧 ............................................. C-1

90カイテイ .........................................................4-6

90年改訂内容 .................................................. C-52

AGM ...................................................................4-7

ASF ................................................................ iv, 6-2

Charモード .........................................................4-4

CPI   .....................................................................4-6

Def ANK .............................................................4-6

Draftヒンイ .........................................................4-6

ESC/P ......................xi, 1-17, 4-4, 4-6, C-53, C-92

ESC/Pコマンド一覧 ....................................... C-53

Imgオリカエシ ...................................................4-6

Imgショリ ...........................................................4-6

Jモジセット ........................................................4-6

LCD画面について .............................................2-4

LCD表示および内容..........................................2-3

LPI   .....................................................................4-4

LQヒンイ ............................................................4-6

PPDS .............................1-17, 4-4, 4-7, C-67, C-89

PPDSコマンド一覧 ......................................... C-67

Proprinter............................................xi, 1-17, C-67

SBCS ......................................................C-67, C-89

Trキリカエ ..........................................................4-5

Windows ............................................................ 1-17
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カ

カタホウコウ ......................................................4-4

官製ハガキ ....................................................... 7-17

ク

クリーニング ....................................................6-36

ケ

罫線調整 ........................................................... 4-13

ゲンゴ .................................................................4-5

コ

コード・ページ .........................................................

 4-6, 4-7, C-71, C-72, C-89, C-90, C-91

コクサイモジ ......................................................4-7

コマンド一覧 .................................C-1, C-53, C-67

サ

最大印字幅 ........................................................A-2

シ

事前印刷 ...........................................................7-29

シタマージン......................................................4-4

自動給紙機構 ................................................ iv, 6-2

自動給紙機構（ASF）の異常 .............................5-7

自動給紙機構の取り付け ..................................6-4

自動給紙機構の取り外し ..................................6-8

仕様一覧 ............................................................A-1

消耗品 ............................................................ iv, 6-1
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